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西村徳文監督率いる千葉ロッテマリーンズが
プロ野球日本一に！

◎Ｐ２−５　元気と感動をありがとう！特　集

西村徳文監督に串間市民栄誉賞を贈呈
西村徳文監督率いるプロ野球千葉ロッテマリーンズが見事プロ野球日本一に輝きました。
串間市ではその功績をたたえ、西村徳文監督に串間市初となる串間市民栄誉賞を贈呈しました。



プロ野球千葉ロッテマリーンズ監督。
1960 年 1月 9 日生。宮崎県串間市出身。
串間市立有明小学校、福島中学校卒業後、
宮崎県立福島高校２年生時に夏の甲子園
大会出場。卒業後、鹿児島鉄道管理局へ。
1981年ドラフト5 位でロッテに入団。盗塁
王４回（４年連続）、首位打者 1回、ベスト
ナイン 2 回、ゴールデンクラブ賞 2 回獲得。
1997 年現役を引退後、1998 年千葉ロッテ
マリーンズのコーチ就任。2004 年ヘッドコー
チ、2009 年１０月監督に就任。

♯78 NORIFUMI  NISHIMURA

 元気と感動をありがとう！！
〜 千葉ロッテマリーンズ日本一 〜

チーム 勝数 敗数 分数 勝率 差
1 ソフトバンク 76 63 5 .547 優 勝
2 西武 78 65 1 .545 -
3 ロッテ 75 67 2 .528 2.5
4 日本ハム 74 67 3 .525 0.5
5 オリックス 69 71 4 .493 4.5
6 楽天 62 79 3 .440 7.5

■パ・リーグ　ペナントレース成績

対戦相手 開催地 試合結果
第 1 戦 vs 中日ドラゴンズ ナゴヤドーム ○ 5-2
第 2 戦 vs 中日ドラゴンズ ナゴヤドーム ● 1-12
第 3 戦 vs 中日ドラゴンズ 千葉マリンスタジアム ○ 7-1
第 4 戦 vs 中日ドラゴンズ 千葉マリンスタジアム ● 3-4
第 5 戦 vs 中日ドラゴンズ 千葉マリンスタジアム ○ 10-4
第 6 戦 vs 中日ドラゴンズ ナゴヤドーム     2-2
第 7 戦 vs 中日ドラゴンズ ナゴヤドーム ○ 8-7

■日本シリーズ成績

■クライマックス・パ　ファーストステージ成績
対戦相手 開催地 試合結果

第 1 戦 vs 西武ライオンズ 西武ドーム ○ 6-5
第 2 戦 vs 西武ライオンズ 西武ドーム ○ 5-4

■クライマックス・パ　ファイナルステージ成績
対戦相手 開催地 試合結果

第 1 戦 vs ソフトバンクホークス ヤフードーム ○ 3-1
第 2 戦 vs ソフトバンクホークス ヤフードーム ● 1-3
第 3 戦 vs ソフトバンクホークス ヤフードーム ● 0-1
第 4 戦 vs ソフトバンクホークス ヤフードーム ○ 4-2
第 5 戦 vs ソフトバンクホークス ヤフードーム ○ 5-2
第 6 戦 vs ソフトバンクホークス ヤフードーム ○ 7-0

千葉ロッテマリーンズ監督

西
に し

村
む ら

徳
の り

文
ふ み

シ
ー
ズ
ン
応
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
厳
し
い
時
も
辛
い
時
も
あ
り
ま
し

た
が
、
故
郷
の
皆
さ
ん
の
温
か
い
応
援
ほ
ど
心

強
い
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
年
は
い

ろ
い
ろ
と
応
援
し
て
い
た
だ
き
、
日
本
シ
リ
ー

ズ
前
に
は
急
な
お
願
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
を
貸
し
て
い
た
だ
き
、
皆
さ
ん
の
協
力

の
下
、
選
手
た
ち
が
練
習
で
き
た
こ
と
を
本
当

に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
こ
の
感
謝
の
気
持
ち
は

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
結
果
を
出
し
て
、
返
す
し
か
な

い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
う
い
う
意
味
で
は

日
本
一
と
い
う
最
高
の
結
果
を
出
す
こ
と
が
で

き
て
ホ
ッ
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

チ
ー
ム
は
和
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
、
一

年
間
、
全
員
が
気
持
ち
を
一
つ
に
し
て
戦
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
嬉
し
い
と
き
は
み
ん
な
で

喜
び
、
悔
し
い
と
き
は
み
ん
な
で
悔
し
む
。
そ

の
一
つ
に
な
っ
た
気
持
ち
が
ど
の
球
団
よ
り
も

強
か
っ
た
か
ら
こ
そ
、
こ
の
結
果
が
生
ま
れ
た

の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

わ
た
し
個
人
的
に
は
尊
敬
を
す
る
伏
見
工
業

高
校
ラ
グ
ビ
ー
総
監
督
の
山
口
良
治
監
督
か
ら

頂
い
た
『
信
は
力
な
り
』
と
い
う
言
葉
を
い
つ

も
胸
に
頂
き
な
が
ら
試
合
に
臨
み
ま
し
た
。
選

手
を
信
じ
、
自
分
を
信
じ
、
こ
れ
ま
で
や
っ
て

き
た
過
程
、
練
習
を
信
じ
采
配
を
行
っ
て
き
た

つ
も
り
で
す
。

　

日
本
一
と
い
う
結
果
は
信
じ
て
い
た
選
手
た

ち
の
力
に
よ
る
も
の
で
、
選
手
た
ち
に
も
本
当

に
感
謝
を
し
て
い
ま
す
。
来
年
は
他
球
団
の

マ
ー
ク
も
厳
し
く
な
り
、
ま
た
さ
ら
に
難
し
い

シ
ー
ズ
ン
と
な
る
と
思
い
ま
す
。
故
郷
の
皆
さ

ん
の
応
援
が
わ
た
し
の
一
番
の
支
え
と
な
り
ま

す
の
で
、
来
年
も
ま
た
応
援
の
程
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

元気と感動をありがとう！

串
間
市
出
身
の
西
村
徳
文
監
督
率
い
る
千
葉
ロ
ッ
テ
マ
リ
ー
ン
ズ
が
、
日
本
選

手
権
シ
リ
ー
ズ（
通
称
：
日
本
シ
リ
ー
ズ
）で
セ
ン
ト
ラ
ル
・
リ
ー
グ
代
表
の
中

日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
を
下
し
、
見
事
日
本
一
に
輝
き
ま
し
た
。

今
シ
ー
ズ
ン
の
千
葉
ロ
ッ
テ
マ
リ
ー
ン
ズ
の
快
進
撃
に
、
多
く
の
串
間
市
民
が

た
く
さ
ん
の
元
気
と
感
動
を
も
ら
い
ま
し
た
。

　

11
月
７
日
、
プ
ロ
野
球
日
本
シ
リ
ー
ズ
第
７

戦
。
中
日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
と
の
対
戦
成
績
３
勝
２

敗
１
分
け
で
こ
の
試
合
を
迎
え
た
串
間
市
出
身

の
西
村
徳
文
監
督
率
い
る
千
葉
ロ
ッ
テ
マ
リ
ー

ン
ズ
は
、
息
詰
ま
る
接
戦
を
延
長
戦
の
末
８
対

７
で
制
し
、
見
事
、
日
本
一
に
輝
き
ま
し
た
。

　

プ
ロ
野
球
千
葉
ロ
ッ
テ
マ
リ
ー
ン
ズ
に
西
村

徳
文
監
督
が
誕
生
し
た
の
は
、
昨
年
10
月
。
入

団
以
来
28
年
間
ロ
ッ
テ
一
筋
、
球
団
生
え
抜
き

の
監
督
誕
生
で
し
た
。

　

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
「
和
」
を
掲
げ
た
チ
ー
ム
は

シ
ー
ズ
ン
終
盤
、
驚
異
的
な
粘
り
で
ク
ラ
イ

マ
ッ
ク
ス
シ
リ
ー
ズ
に
進
出
。
フ
ァ
ー
ス
ト
、

フ
ァ
イ
ナ
ル
両
ス
テ
ー
ジ
と
も
に
劇
的
勝
利
で

勝
ち
進
み
、
日
本
シ
リ
ー
ズ
に
お
い
て
も
今

シ
ー
ズ
ン
の
チ
ー
ム
を
象
徴
す
る
よ
う
な
粘
り

の
全
員
野
球
で
、
日
本
一
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

　

串
間
市
内
で
は
西
村
監
督
の
同
級
生
が
中
心

と
な
り
「
西
村
徳
文
串
間
応
援
団
」
を
結
成
。

看
板
や
の
ぼ
り
旗
を
設
置
す
る
な
ど
西
村
監
督

と
チ
ー
ム
を
応
援
し
ま
し
た
。
日
本
シ
リ
ー
ズ

第
４
・
６
・
７
戦
は
大
型
テ
レ
ビ
を
設
置
し
て

応
援
会
を
開
催
。
大
勢
の
市
民
が
選
手
や
西
村

監
督
に
声
援
を
送
り
ま
し
た
。
そ
し
て
第
７
戦
、

日
本
一
が
決
ま
る
と
会
場
で
は
喜
び
が
爆
発
。

バ
ン
ザ
イ
の
声
が
響
き
渡
り
ま
し
た
。
西
村
監

督
率
い
る
千
葉
ロ
ッ
テ
マ
リ
ー
ン
ズ
の
今
シ
ー

ズ
ン
の
快
進
撃
、
そ
の
戦
い
方
は
、
こ
の
串
間

市
に
た
く
さ
ん
の
元
気
と
感
動
を
与
え
て
く
れ

た
の
で
す
。

西村徳文監督率いる千葉ロッテマリーンズが

プロ野球日本一に！

1949 年創立。毎日オリオンズ、大毎オリオンズ、
東京オリオンズ、ロッテオリオンズを経て 1992
年に現在の千葉ロッテマリーンズとなる。ホーム
タウンは千葉県、ホームスタジアムは千葉マリン
スタジアム。 日本一４回、リーグ優勝５回。

■千葉ロッテマリーンズ（CHIBA LOTTE MARINES）

写真提供：千葉ロッテマリーンズ

写真提供：千葉ロッテマリーンズ

写真提供：千葉ロッテマリーンズ 写真提供：千葉ロッテマリーンズ
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　串間市では千葉ロッテマリーンズ西村徳文監督に串間市初とな
る串間市民栄誉賞を贈ることを決定、11月19 日に西村監督出席
のもと贈呈式を串間市文化会館で行いました。串間市民栄誉賞は、
市民または本市に縁故の深い者で、学術、芸術、スポーツなどの
分野において広く市民に敬愛され、市民が郷土の誇りとする顕著
な功績があった者に対し贈呈するものです。西村監督が率いる千
葉ロッテマリーンズは 2010 プロ野球日本シリーズで見事日本一と
なり、串間市民に希望を与え、串間市の名声を高めた功績をたたえ、
串間市民栄誉賞を贈呈しました。また贈呈式では、西村監督より
串間市にご寄付を頂きました。ありがとうございました。

西村徳文監督に串間市民栄誉賞を贈呈

市内にはチームを応援する看板も設置された

たくさんの市民が試合展開に一喜一憂した

日本一を祝う花火も打ち上げられた

　
「
和
」
と
い
う
チ
ー
ム
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
、
千

葉
ロ
ッ
テ
マ
リ
ー
ン
ズ
は
西
村
監
督
を
中
心
に

選
手
・
ス
タ
ッ
フ
一
丸
と
な
り
シ
ー
ズ
ン
を
闘

い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
が
日
本
一
に
つ
な
が
っ

た
と
い
う
こ
と
は
、新
聞
紙
面
や
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー

ス
で
の
西
村
監
督
や
選
手
た
ち
の
コ
メ
ン
ト
か

ら
も
、
わ
た
し
た
ち
に
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　

西
村
監
督
や
選
手
た
ち
が
懸
命
に
闘
う
姿
に
、

わ
た
し
た
ち
は
一
喜
一
憂
。
多
く
の
串
間
市
民

が
た
く
さ
ん
の
元
気
と
感
動
を
も
ら
い
、
野
球

少
年
た
ち
に
は
夢
と
希
望
を
与
え
て
も
ら
い
ま

し
た
。
ま
た
、「
西
村
徳
文
串
間
応
援
団
」
を

は
じ
め
と
す
る
関
係
者
の
労
を
惜
し
ま
ぬ
活
動

も
、
市
内
の
応
援
ム
ー
ド
を
盛
り
上
げ
、「
西

村
ロ
ッ
テ
」
を
応
援
す
る
た
く
さ
ん
の
市
民
の

一
体
感
を
作
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

西
村
徳
文
監
督
、
選
手
の
皆
さ
ん
、
た
く
さ

ん
の
元
気
と
感
動
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
来
年
も
今
年
に
負
け
な
い
声
援
を
、
こ
の

串
間
か
ら
精
一
杯
送
り
ま
す
。

福島高校
野球部キャプテン

瀬
せ

 尾
お

 祐
ひ ろ

 彦
ひ こ

くん

日本一決定！ 豊饒団長の音頭で歓喜の万歳！

西村監督は
野球部の目標です

 元気と感動をありがとう！！
〜 千葉ロッテマリーンズ日本一 〜

福島中学校
野球部キャプテン

松
ま つ

 尾
お

 優
ゆ う

 作
さ く

くん

忘れられない
優勝でした

有明小学校  スポーツ少年団
野球部キャプテン

中
な か

 村
む ら

 有
ゆ う

 登
と

くん

つなぐ野球を
目指したいです

元福島高校野球部監督

浅
あ さ

 野
の

 節
せ つ

 良
ら

さん

西村徳文串間応援団

吉
よ し

 田
だ

 利
と し

 昭
あ き

さん

千葉ロッテマリーンズが日本一になった瞬間は本
当に夢のようでした。優勝したことも、シーズン
終盤からの絶対に負けられない試合を勝ち続け
たあの勝ち方も、いまだに信じられないような
気持ちです。ノーニのおかげで同級生同士の結
束力が高まりました。来年もノーニらしいやり方
で活躍を期待しています。

日本一の瞬間は夢のようでした これからも「和」を大切に
徳文、よくやった。徳文の活躍は市民に夢と光
を与えてくれました。これ以上うれしいことはあ
りません。徳文の意志の元、チームスローガンの

「和」の通り、チーム一丸となってプレーした結
果だと思います。これからも体に気をつけて、「和」
を大切にしながら、自分の信じる道を徹底して
まい進してください。

西村徳文串間応援団団長

豊
ぶ

 饒
に ゅ う

 隆
た か

 彰
あ き

さん

西村徳文監督のお姉さん

武
た け

 田
だ

 文
ふ み

 子
こ

さん

同級生の西村監督を応援しようと「西村
徳文串間応援団」を結成。家族や周りの
方々の協力、そして千葉ロッテマリーン
ズの快進撃のおかげで串間が盛り上がる
ことができました。監督になり、さらに
日本一になり、本当にすごい友だちです。
何より、今でも以前と変わらず接してくれ
ることに感激しています。ノーニ（西村監
督）、日本一おめでとう。１年間お疲れさ
ま。同級生に、少年たちに、串間のみん
なに夢と感動を与えてくれてありがとう。

ほとんど毎試合テレビ観戦しましたが、
クライマックスシリーズ進出を決めた試合
は特にうれしかったです。大勢の方が気に
かけてくれて「感動した」という言葉をた
くさんいただきました。一生懸命盛り上
げてくれた応援団の皆さん、福高野球部
ＯＢの皆さん、応援していただいたたく
さんの方に感動、感謝しています。徳文
が監督になったことも信じられないのに、
日本一になって本当にうれしく思っていま
す。一年間お疲れさまでした。

たくさんの応援に感動、感謝本当にすごい友だちです

西村徳文串間応援団

中
な か

 野
の

 浩
ひ ろ

 光
み つ

さん

西村徳文串間応援団

武
た け

 田
だ

 良
り ょ う

 治
じ

さん

小さいころから一緒だった同級生が日本一になっ
て誇らしい気持ちです。こんなに感動したのは久
しぶりです。今では家族みんなでロッテを応援し
ています。インタビューを聞くと昔のままの温和
な話し方で、懐かしく感じていました。Ｖ２を目
指して頑張ってください。応援団も力のかぎり応
援していきます。

誇りと感動をありがとう 最高のひと時をありがとう
クライマックスシリーズ、日本シリーズを家族で
テレビ観戦し、試合内容に一喜一憂。家族一緒
にこんなに熱のこもった応援をしたのは初めて。
家族の絆が一層深まりました。ノーニのおかげ
で普段なかなか会えない同級生とも喜びを分か
ち合うことができました。最高のひと時を与えて
もらって感謝しています。ありがとう。

観戦会で優勝の瞬間を見
てとても感動しました。優
勝したときの会場の一体
感は、今でも忘れられま
せん。試合を通じて感じ
た、西村監督のつなぐ意
識を大事にした野球が心
に残っています。来年の夏の大会で優勝して、
県大会に出場することが今の目標です。来年
も日本一を目指して頑張ってください。

同じグランドで練習していた方が、プロの監
督として優勝されてとても感動しました。自分
たちも偉大な先輩に負けないくらい頑張りた
いです。今の目標は、西
村監督も出場した甲子園
に出ることです。卒業して
も野球を続けていきたい
と思っています。来シーズ
ンもぜひ日本一になってく
ださい。

感動をありがとう！
西村徳文監督へのメッセージ。

Message to the director Norifumi Nishimura

観戦会でロッテが優勝す
る瞬間を見ることができ
ました。西村監督のつなぐ
野球はやっぱりすごいと感
じています。ぼくたちもみ
んなでつなぐ野球を目指し
ています。今年は宮日旗で
３位という結果を残すことができました。来年
は県大会出場を目標にしています。来年も今
年のようなつなぐ野球で頑張ってください。
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THE SLOW LIFE

生活
の名人

THE SLOW FOOD

春
夏
秋
冬
、
さ
ま
ざ
ま
な
顔
を
見
せ
、
訪
れ

る
人
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
庭
園
。
大
束

地
区
・
田
ノ
野
に
お
住
ま
い
の
津
曲
巌
さ
ん
の
楽

し
み
は
そ
の
よ
う
な
庭
園
を
造
る
こ
と
。
田
ノ
野

橋
の
そ
ば
、
川
の
ほ
と
り
に
美
し
い
庭
園
を
造
っ

て
い
ま
す
。

　

津
曲
さ
ん
が
庭
園
造
り
を
始
め
た
の
は
３
年

前
。
資
材
置
き
場
と
し
て
使
っ
て
い
た
広
場
に
水

が
わ
き
出
す
場
所
が
あ
り
、
こ
の
き
れ
い
な
水
を

使
っ
て
池
の
あ
る
庭
園
を
造
り
た
い
と
以
前
か
ら

思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
な
か
な
か
時
間
が

と
れ
ず
、考
え
だ
け
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
し
た
が
、

仕
事
を
引
退
し
、
一
念
発
起
。
庭
園
造
り
を
始
め

ま
し
た
。

　

津
曲
さ
ん
が
こ
だ
わ
っ
た
の
は
水
車
。
わ
き
出

る
水
の
流
れ
を
感
じ
さ
せ
る
造
り
に
し
た
か
っ
た

か
ら
で
す
。し
か
し
、庭
園
造
り
に
つ
い
て
は
ま
っ

た
く
の
素
人
だ
っ
た
の
で
、
岩
を
積
み
上
げ
る
の

も
一
つ
一
つ
確
か
め
、
苦
心
し
な
が
ら
の
作
業
の

繰
り
返
し
で
し
た
。
そ
の
か
い
あ
っ
て
、
今
で
は

池
に
コ
イ
や
川
魚
が
泳
ぎ
、
悠
然
と
水
車
が
回
る

見
事
な
庭
園
を
造
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

津
曲
さ
ん
は
「
地
域
の
方
が
こ
こ
で
お
花
見
を

し
た
り
す
る
場
所
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い

ま
す
」
と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

地域の方が楽しく過ごせる場所と
なってほしいと願っています。

津
つ ま

曲
が り

   巌
い わ お

さん／（79歳）

こだわりの水車。きれいに回るような高さとなるように、周りの石垣を積み上げた自慢の作品です。

【
フ
ェ
イ
ジ
ョ
ア
】

を
買
い
調
べ
て
、
よ
う
や
く
フ
ェ
イ
ジ
ョ
ア
が
ど

ん
な
も
の
な
の
か
が
分
か
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　

８
月
こ
ろ
に
赤
く
き
れ
い
な
花
が
咲
き
、
11
月

に
入
り
実
が
熟
す
と
、
そ
の
実
は
自
然
に
枝
か
ら

落
下
。「
畑
仕
事
し
て
い
る
と
『
ポ
ト
ッ
、
ポ
ト
ッ
』

と
音
が
す
る
」
と
い
い
ま
す
。
熟
れ
た
実
を
半
分

に
切
り
、
ス
プ
ー
ン
で
果
肉
を
す
く
っ
て
食
べ
る

と
「
本
に
は
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
の
よ
う
な
味
が
す
る

と
書
い
て
あ
る
け
ど
、
わ
た
し
は
マ
ス
カ
ッ
ト
に

似
た
味
に
感
じ
る
」
と
ト
シ
子
さ
ん
。
味
見
を
さ

せ
て
も
ら
う
と
、
確
か
に
マ
ス
カ
ッ
ト
に
似
た
甘

く
、
か
す
か
に
酸
味
の
あ
る
味
わ
い
が
。
そ
の
ま

ま
生
食
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
ジ
ャ
ム
な
ど
に
も

加
工
で
き
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
な
じ
み
の
少
な
い
フ
ェ
イ
ジ
ョ
ア
。

皆
さ
ん
も
一
度
、
味
わ
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

ト
シ
子
さ
ん

ご
自
慢
の

皆
さ
ん
は
フ
ェ
イ
ジ
ョ
ア
と
い
う
果
物
を
ご

存
知
で
し
ょ
う
か
。
南
米
原
産
の
こ
の
果

物
。
高
さ
２
〜
３
ｍ
ほ
ど
の
低
木
に
、
長
さ
３
〜

７
㎝
ほ
ど
の
緑
色
を
し
た
、
だ
円
形
の
果
実
が
実

り
ま
す
。

　

こ
の
珍
し
い
果
物
を
栽
培
し
て
い
る
の
は
、
北

方
地
区
・
谷
ノ
口
に
お
住
ま
い
の
井
上
ト
シ
子
さ

ん
（
68
歳
）。
ビ
ワ
や
日
向
夏
、
マ
ス
カ
ッ
ト
に

ド
ラ
ゴ
ン
フ
ル
ー
ツ
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
果
物
や

野
菜
が
植
え
ら
れ
た
ト
シ
子
さ
ん
の
畑
の
一
角
に

あ
る
２
本
の
フ
ェ
イ
ジ
ョ
ア
の
木
に
は
、
大
小
の

果
実
が
た
わ
わ
に
実
っ
て
い
ま
す
。

　

ト
シ
子
さ
ん
が
こ
の
木
を
植
え
た
の
は
20
年

前
。
植
木
市
で
苗
木
を
も
ら
い
、
植
え
て
は
み
た

も
の
の
詳
し
い
こ
と
は
分
か
ら
ず
「
珍
し
い
も
ん

が
あ
る
ね
」
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
本

◎材料
-----------------------------------------------
・フェイジョア……………… 適量
・オクラ……………………… 適量
・かつおぶし………………… 適量
・しょうゆ…………………… 適量

◎作り方
-----------------------------------------------
① �フェイジョアは半分に切り果実
をくり抜く。

② �オクラを薄くスライスする。
③ �①を適当な大きさに切ったもの
と②を混ぜる。

④ �③にかつおぶしとしょうゆを適
量加えさらに混ぜ合わせ完成。

フェイジョアとオクラの
かつおぶし和え
生で食べてもおいしいフェイジョ
アですが、今回はトシ子さんオリ
ジナルの料理を教えてもらいまし
た。ご飯のおかずや酒のおつまみ
にどうぞ。

地
産

地
消

南米原産、フトモモ科の常緑低木。果実はだ円形で
長さ３〜７㎝ほどで、果肉は白色。比較的寒さに強
く、手間もかからない。

[ フェイジョア ]

Garden lantern
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地
域
の
安
全
の
た
め
の

活
動
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た

　

10
月
20
日
、
宮
崎
市
の
メ
デ
ィ
キ
ッ
ト

県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
さ
れ
た
県

民
の
つ
ど
い
に
お
い
て
、
九
州
地
区
防
犯

功
労
者
の
授
賞
式
が
行
わ
れ
、
串
間
市
か

ら
３
人
の
方
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
を
受
け
た
の
は
、
永
友
憲
久
さ

ん
、
黒
原
純
郎
さ
ん
、
實
藤
孝
さ
ん
で
す
。

３
人
は
防
犯
指
導
員
な
ど
の
活
動
を
通
じ

て
地
域
の
安
心
・
安
全
の
実
現
に
貢
献
さ

れ
て
き
た
ほ
か
、
防
犯
巡
回
活
動
や
防
犯

啓
発
活
動
な
ど
の
活
動
に
積
極
的
に
協
力

し
、
長
年
に
わ
た
っ
て
地
域
の
防
犯
意
識

の
向
上
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
地
域
の
安
全
の
た
め
、
防
犯
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

まちの話題

The topic of the town

御
崎
馬
た
ち
の

健
康
を
願
っ
て
馬
追
い

　

10
月
30
日
、
都
井
岬
で
馬
追
い
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
例
年
は
５
月
ご
ろ
行
わ
れ
ま

す
が
、
今
年
は
口
蹄
疫
の
影
響
の
た
め
、

延
期
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
日
は
都
井

御
崎
牧
組
合
の
組
合
員
と
宮
崎
大
学
農
学

部
の
学
生
や
市
の
新
規
採
用
職
員
な
ど
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
約
60
人
が
参
加
。
手
に
竹
の

棒
を
持
ち
、
御
崎
馬
の
群
れ
を
囲
み
な
が

ら
柵
へ
と
追
い
込
み
ま
し
た
。
こ
の
時
期

は
食
料
を
求
め
森
の
中
に
入
っ
て
い
る
群

れ
も
多
く
、
作
業
は
思
う
よ
う
に
は
か
ど

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ
れ
で
も
全
１
１

１
頭
の
約
半
数
を
柵
の
中
に
追
い
込
み
ま

し
た
。
31
日
に
は
、
馬
た
ち
の
ダ
ニ
駆
除

な
ど
の
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

串
間
の
新
た
な
観
光
地
を

目
指
し
ま
す

　

11
月
３
日
、
高
松
に
あ
る
志
布
志
湾
海

の
駅
イ
ル
カ
ラ
ン
ド
建
設
現
場
に
て
、
起

工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
自
治
体
関
係
者

や
工
事
関
係
者
な
ど
約
１
０
０
人
が
参
加
。

式
典
で
は
列
席
者
に
よ
り
玉
ぐ
し
が
奉
納

さ
れ
、
工
事
中
の
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

大
黒
グ
ル
ー
プ
の
河
本
会
長
は
「
こ
の
イ

ル
カ
ラ
ン
ド
が
で
き
る
こ
と
が
、
串
間
の

町
お
こ
し
に
つ
な
が
る
よ
う
に
頑
張
り
た

い
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
大
黒
グ
ル
ー
プ
で
は
海
の
駅
で
働

く
従
業
員
を
串
間
市
か
ら
募
集
し
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
海
の
駅
開
設
準
備
室

☎
０
９
９

−

４
７
２

−

３
４
０
７

ろ
う
そ
く
の
明
か
り
で

過
ご
す
一
夜

　

11
月
７
日
、
市
役
所
に
て
キ
ャ
ン
ド
ル

ナ
イ
ト
in
串
間
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
イ
ベ
ン
ト
は
、
電
気
の
明
か
り
を
消
し

て
廃
油
キ
ャ
ン
ド
ル
を
灯
し
、
地
球
温
暖

化
へ
の
理
解
を
深
め
て
ほ
し
い
と
の
理
由

か
ら
、
毎
年
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
実
行
委

員
会
が
主
催
。
今
年
は
福
島
高
校
の
生
徒

や
市
民
の
方
な
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
約
１
０

０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
使
用
し
た
キ
ャ

ン
ド
ル
は
、
市
内
か
ら
集
め
ら
れ
た
廃
油

か
ら
作
ら
れ
た
も
の
で
、
市
役
所
の
駐
車

場
に
は
、
廃
油
キ
ャ
ン
ド
ル
で
作
ら
れ
た

串
間
市
の
マ
ー
ク
の
周
り
に
、
手
作
り
の

竹
と
う
ろ
う
が
並
べ
ら
れ
幻
想
的
な
風
景

を
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。

南
那
珂
の
活
性
化
の
た
め

の
道
が
で
き
ま
し
た

　

11
月
10
日
、
福
島
地
区
・
七
ツ
橋
に
て

広
域
農
道
の
竣
工
式
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
農
道
は
南
那
珂
地
域
の
農
業
の

発
展
と
流
通
の
効
率
化
を
目
的
に
昭
和
55

年
に
着
工
、
平
成
21
年
度
に
工
事
が
完
了

し
ま
し
た
。
七
ツ
橋
を
起
点
に
日
南
市
北

郷
町
曽
和
田
ま
で
を
結
び
、
総
延
長
は
43

㎞
で
す
。
竣
工
式
で
は
神
事
の
あ
と
、
橋

の
そ
ば
に
建
て
ら
れ
た
記
念
碑
の
除
幕
式

を
実
施
。
そ
の
後
、
東
国
原
知
事
も
出
席

さ
れ
、
中
村
荘
に
て
竣
工
式
典
と
祝
賀
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
式
典
で
は
知
事
よ

り
「
県
南
地
域
の
産
業
・
観
光
な
ど
の
波

及
効
果
を
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
の
あ
い

さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

畳
の
上
の
陶
器
市
が

今
年
も
開
催
さ
れ
ま
し
た

　

10
月
22
日
か
ら
24
日
に
か
け
て
、
商
工

会
議
所
青
年
部
が
主
催
す
る
第
３
回
九
州

窯
元
行
列
in
串
間
が
旧
吉
松
家
住
宅
と
周

辺
の
仲
町
通
り
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
九
州
各
県
か
ら
18
の
窯
元
が
参

加
し
、
自
慢
の
焼
き
物
を
展
示
。
３
日
間

の
間
に
約
４
、
０
０
０
人
が
旧
吉
松
家
住

宅
を
訪
れ
ま
し
た
。
来
場
者
は
、
有
田
焼

や
伊
万
里
焼
な
ど
の
焼
き
物
を
一
つ
一
つ

眺
め
た
り
、
窯
元
と
の
会
話
を
楽
し
ん
だ

り
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
最
終
日
に
は

マ
グ
ロ
の
解
体
シ
ョ
ー
や
太
鼓
の
演
奏
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。
解
体
さ
れ
た
マ
グ
ロ

は
、
集
ま
っ
た
来
場
者
に
振
る
舞
わ
れ
、

新
鮮
な
味
に
舌
鼓
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。

串
間
の
秋
を
彩
る

市
民
秋
ま
つ
り
開
催

　

11
月
３
日
、
串
間
市
の
３
大
イ
ベ
ン
ト

の
一
つ
、
串
間
市
民
秋
祭
り
が
串
間
商
工
会

議
所
前
広
場
を
メ
イ
ン
会
場
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
福
島
小
学
校
か
ら
ニ
シ
ム
タ
前

ま
で
を
練
り
歩
く
パ
レ
ー
ド
で
は
45
団
体
、

約
１
、２
０
０
人
が
参
加
し
、
踊
り
や
マ
ー

チ
ン
グ
、
仮
装
行
列
な
ど
で
沿
道
の
市
民

を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。
メ
イ
ン
会
場
で
は

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
や
特
産
品
の
販
売
な

ど
が
行
わ
れ
、
大
勢
の
市
民
が
秋
の
一
日
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
生
活

支
援
セ
ン
タ
ー
の
広
場
で
は
健
康
福
祉
祭

も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
健
康
相
談
の
コ
ー

ナ
ー
や
育
児
用
品
の
バ
ザ
ー
な
ど
が
行
わ

れ
、
多
く
の
市
民
が
利
用
し
て
い
ま
し
た
。
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68点が出展された。

審
査
員
講
評

　

審
査
員
の
先
生
方
の
講
評
は
次
の

と
お
り
で
す
（
一
部
を
抜
粋
）。

●
写
真
＝
芥
川
仁
先
生

　

応
募
作
品
か
ら
自
然
の
美
し
さ
を

賛
美
す
る
気
持
ち
と
野
生
の
生
命
に

対
す
る
愛
情
を
感
じ
た
。
自
然
豊
か

な
串
間
市
と
深
い
か
か
わ
り
を
持
つ

方
々
が
応
募
さ
れ
て
い
る
か
ら
だ
と

う
れ
し
く
思
う
。
応
募
作
品
全
般
で
、

　　　　　　　　　　　　　　　
◎芸術に触れよう

あ
そ
ぼ
う
。

　

　
　
　
　

�

くしまを

首し
ゅ

（
柳り

ゅ
う

中ち
ゅ
う

庸よ
う

詩し

）
」
／
野
間
拓
耶

「
韋い

應お
う

物ぶ
っ

詩し

」
／
河
野
ヨ
シ
子

「
し
の
の
め
の
」

・�

努
力
賞
＝
長
友
優
佳「
陳ち

ん

有ゆ
う

守し
ゅ

詩し

」

・
新
人
賞
＝
永
友
美
季
「
臨り

ん

傅ふ

山ざ
ん

」

　

第
15
回
串
間
市
美
術
展
が
11
月
16

日
か
ら
21
日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。

会
場
の
串
間
市
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

に
は
出
展
さ
れ
た
写
真
25
点
、
絵
画

24
点
、
書
道
19
点
、
合
計
68
点
が
展

示
さ
れ
ま
し
た
。

各
部
門
入
賞
者
・
作
品

　

各
部
門
の
入
賞
者
・
作
品
は
次
の

と
お
り
で
す
。

※
敬
称
は
省
略
し
て
い
ま
す
。

【
写
真
】

・
特
選
＝
黒
木
和
也
「
荘
厳
」

・�

奨
励
賞
＝
深
奥
隆
男
「
化
粧　

一

心
同
体
」
／
江
崎
利
雄
「
捕
獲
」

日
高
廣
志
「
静
寂
」

・�

努
力
賞
＝
長
田
有
司
「
赤
亀
の
生

態
」

・
新
人
賞
＝
井
手
保
宏
「
絆
」

【
絵
画
】

・
特
選
＝
岩
切
満
子
「
群
泳
」

・�

奨
励
賞
＝
黒
岩
憲
人
「
我
ら
地
球

防
衛
軍
」
／
城
弘
「
海
鵜
」
／
西

村
幸
子
「
壁
の
花
」

・
努
力
賞
＝
城
敏
「
夏
」

・
新
人
賞
＝
佐
伯
育
子
「
か
り
ん
」

【
書
道
】

・�

特
選
＝
鈴
木
美
和
子「
歳せ

い

暮ぼ

述じ
ゅ
っ

懐か
い

」

・�

奨
励
賞
＝
川
崎
忠
康
「
涼り

ょ
う

州し
ゅ
う

曲き
ょ
く

二に

分
か
っ
て
欲
し
い
気
持
ち
が
前
面
に

出
す
ぎ
て
作
者
の
感
動
が
伝
わ
ら
な

い
。
何
に
感
動
し
て
い
る
の
か
を
自

覚
し
、
素
直
に
撮
影
す
る
こ
と
で
鑑

賞
者
は
感
動
を
共
有
で
き
る
。

●
絵
画
＝
河
辺
一
周
先
生

　

技
法
、
表
現
、
構
成
と
も
に
質
の

高
い
版
画
に
比
べ
、
油
彩
・
デ
ザ
イ

ン
に
今
一
歩
の
完
成
度
が
ほ
し
い
。

特
選
「
群
泳
」
は
色
が
美
し
い
。
動

き
の
あ
る
構
図
も
気
に
入
っ
た
。
魚

の
鱗う

ろ
こ

に
銀
を
使
用
し
た
と
こ
ろ
に
生

命
感
が
あ
る
。

●
書
道
＝
陣
軍
陽
先
生

　

篆て
ん

・
隷れ

い

・
楷か

い

・
行ぎ

ょ
う

草そ
う

・
か
な
・
調

和
体
と
、
各
体
に
わ
た
り
出
品
さ

れ
て
い
る
こ
と
は
大
変
結
構
で
あ

る
。
だ
が
、
出
品
者
数
の
少
な
い
の

は
残
念
。
近
く
に
指
導
者
が
い
な
け

れ
ば
、
遠
く
ま
で
出
掛
け
て
勉
強
す

る
意
欲
を
望
み
た
い
。
書
は
白
と
黒

（
空
間
と
字
座
）、
文
字
の
構
成
、
潤

渇
、
動
と
静
に
よ
る
時
間
の
流
れ
、

気
韻
、
精
神
性
な
ど
多
様
な
要
素
を

持
つ
。
ま
ず
は
ど
れ
か
ひ
と
つ
古
典

を
決
め
て
学
習
の
出
発
点
と
し
て
欲

し
い
。

来
年
は
ぜ
ひ
挑
戦
を

　

今
回
の
串
間
市
美
術
展
は
新
人
の

方
の
出
品
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
、
今
か
ら
で
も
ま
だ
遅
く

は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
腕
を
磨

い
て
、
来
年
は
ぜ
ひ
写
真
・
絵
画
、

書
道
の
い
ず
れ
か
の
部
門
で
、
串
間

市
美
術
展
に
出
品
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

第15回串間市美術展。今年も力作が揃いました。

書道の部　特選
鈴 木 美和子「歳暮述懐」

年 金 ニ ュ ー ス

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

（
自
営
業
・
学
生
な
ど
）の

た
め
の
独
自
の
給
付

　

自
営
業
・
学
生
な
ど
の
国
民
年
金

に
加
入
し
て
い
る
方
は
国
民
年
金
第

１
号
被
保
険
者
で
す
。
第
１
号
被
保

険
者
の
遺
族
給
付
で
あ
る
遺
族
基
礎

年
金
は
子
ど
も
の
い
る
妻
し
か
受
給

で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
寡
婦
年
金

と
死
亡
一
時
金
の
２
つ
の
独
自
の
給

付
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
定
額
保
険

料
に
上
乗
せ
し
て
付
加
保
険
料
を
納

め
る
と
、
付
加
年
金
が
受
け
ら
れ
ま

す
。

●
寡
婦
年
金

　

第
１
号
被
保
険
者
（
任
意
加
入
被

保
険
者
も
含
む
）
と
し
て
保
険
料
を

納
め
た
期
間
（
免
除
期
間
を
含
む
）

が
25
年
以
上
あ
る
夫
が
何
も
年
金
を

受
け
な
い
で
亡
く
な
っ
た
場
合
支
給

さ
れ
ま
す
。

・�

受
け
と
る
人
＝
10
年
以
上
婚
姻
関

係
（
事
実
婚
も
含
む
）
の
あ
っ
た

妻
が
60
歳
か
ら
65
歳
に
な
る
ま
で

受
け
ら
れ
ま
す
。

・�

寡
婦
年
金
額
＝
夫
が
受
け
る
こ
と

が
で
き
た
第
一
号
被
保
険
者
に
か

か
る
老
齢
基
礎
年
金
の
４
分
の
３

の
額

※�

若
年
者
納
付
猶
予
期
間
、
学
生
納

付
特
例
期
間
は
年
金
額
に
は
含
ま

れ
ま
せ
ん
。

・�

支
給
の
対
象
外
と
な
る
場
合
＝
亡

く
な
っ
た
夫
が
、
障
害
基
礎
年
金

第
１
号
被
保
険
者
の
た
め
の

独
自
給
付
制
度
の
お
知
ら
せ

■�

国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
の
方
は
独
自
給
付
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
が

　

で
き
ま
す
。

の
受
給
権
者
で
あ
っ
た
場
合
や
老

齢
基
礎
年
金
を
受
け
た
こ
と
が
あ

る
場
合
。
ま
た
妻
が
繰
り
上
げ
支

給
の
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
て
い

る
場
合
。

●
死
亡
一
時
金

　

３
年
（
36
月
）
以
上
第
１
号
被
保

険
者（
任
意
加
入
被
保
険
者
を
含
む
）

の
保
険
料
を
納
付
（
一
部
納
付
済
も

含
む
）
し
た
人
が
、老
齢
基
礎
年
金
・

障
害
基
礎
年
金
の
い
ず
れ
も
受
け
な

い
で
死
亡
し
、
そ
の
遺
族
が
遺
族
基

礎
年
金
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
に
は
、

生
計
を
同
一
に
し
て
い
た
遺
族
が
受

け
ら
れ
ま
す
。

・�

受
け
と
る
人
の
順
位
＝
①
配
偶
者

②
子
ど
も
③
父
母
④
孫
⑤
祖
父
母

⑥
兄
弟
姉
妹

　

死
亡
一
時
金
額
は
、
第
１
号
被
保

険
者
と
し
て
保
険
料
を
納
め
た
期
間

に
応
じ
支
給
さ
れ
ま
す
（
付
加
年
金

を
３
年
以
上
納
付
し
て
い
た
と
き
は
、

８
、
５
０
０
円
が
加
算
さ
れ
ま
す
）
。

※�

一
部
納
付
は
月
数
が
変
わ
り
ま
す
。

死
亡
一
時
金
を
受
け
る
権
利
は
、

２
年
間
で
時
効
と
な
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・�

支
給
の
対
象
外
と
な
る
場
合
＝
遺

族
が
、
遺
族
基
礎
年
金
の
支
給
を

受
け
ら
れ
る
と
き
。 

　

�

寡
婦
年
金
を
受
け
ら
れ
る
場
合
は
、

ど
ち
ら
か
一
方
を
選
択
し
ま
す
。

●
付
加
年
金

　

将
来
の
生
活
設
計
に
あ
わ
せ
て
年

金
額
を
よ
り
高
い
も
の
に
し
た
い
方

の
た
め
に
定
額
保
険
料
に
上
乗
せ
し

て
付
加
保
険
料
を
納
め
る
と
老
齢
基

礎
年
金
を
受
給
す
る
と
き
に
、
上
乗

せ
の
付
加
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
出

来
ま
す
。

・
付
加
保
険
料
月
額
＝
４
０
０
円

・�

付
加
年
金
額
年
額
＝
２
０
０
円
×

納
付
月
数

※�

老
齢
基
礎
年
金
の
繰
上
げ
ま
た
は

繰
下
げ
支
給
を
受
け
ら
れ
た
場
合

は
、
付
加
年
金
額
も
老
齢
基
礎
年

金
と
同
じ
割
合
で
減
額
ま
た
は
増

額
さ
れ
た
額
に
な
り
ま
す
。

未
支
給
年
金
請
求
の
手
続
き
は

お
済
で
す
か
？

　

年
金
受
給
者
の
方
が
お
亡
く
な
り

に
な
っ
た
場
合
、
死
亡
日
の
属
す
る

月
ま
で
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

ま
だ
支
給
さ
れ
て
い
な
い
年
金
が

あ
る
場
合
、
そ
の
家
族
は
未
支
給
年

金
の
給
付
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
請
求
書
は
年
金
の
死
亡
届
も

兼
ね
て
い
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
手

続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
受
け
て
い
た
年
金
の
種
類

に
よ
っ
て
提
出
先
が
異
な
り
ま
す
の

で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

・�

請
求
で
き
る
親
族
の
範
囲
＝
請
求

で
き
る
親
族
は
、
死
亡
し
た
受
給

権
者
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
た

親
族
で
順
位
が
あ
り
ま
す
。

　

�

①
配
偶
者
（
内
縁
も
含
む
）
②
子

ど
も
③
父
母
④
孫
⑤
祖
父
母
⑥
兄

弟
姉
妹

　

�

同
順
位
者
が
２
人
以
上
い
る
場
合

は
、
そ
の
う
ち
の
だ
れ
か
が
代
表

し
て
請
求
し
ま
す
。

※�

未
支
給
を
受
け
る
権
利
は
、
５
年

間
で
時
効
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
都
城
年
金
事
務

所
☎
０
９
８
６
︱
23
︱
２
５
７
１
、

市
民
生
活
課
市
民
係
☎
内
線
２
２

５
・
２
２
６

絵画の部　特選
岩 切 満 子「群泳」

写真の部　特選
黒 木 和 也「荘厳」
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information

生
涯
学
習
だ
よ
り

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
仲
間
と
一
緒
に
、

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
学
ん
だ
り
楽
し
ん
だ
り
、

生
涯
学
習
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
ょ
う
。

今
回
は
、
さ
わ
や
か
学
級
の
移
動
研
修
の
様
子
な
ど
を
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

一人ひとりが心豊かで
生きがいのある
人生を送れるよう
支援することを目的とします。

子
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
そ
の
後
、

霧
島
酒
造
や
道
の
駅
す
え
よ
し
を
見

学
し
て
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

　

バ
ス
の
中
で
は
、
共
に
学
ぶ
友
と

の
再
会
と
見
学
し
た
施
設
に
つ
い
て

会
話
が
弾
み
ま
し
た
。

　

来
年
度
も
楽
し
い
移
動
研
修
を
計

画
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も

ぜ
ひ
、
さ
わ
や
か
学
級
に
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
串
間
市
教
育
委

員
会
事
務
局
生
涯
い
き
い
き
係
☎

内
線
３
７
９
・
３
８
０

平
成
22
年
度
串
間
市
成
人
式
を

開
催
し
ま
す

●
日
時
＝
平
成
23
年
１
月
８
日（
土
）

・
受
付
＝
午
前
10
時
半
〜
11
時
20
分

・�

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

（
ス
ラ
イ
ド
上
映
会
）
＝
午
前
11

時
半
〜
正
午

・
式
典
＝
正
午
〜
午
後
０
時
50
分

・
抽
選
会
＝
午
後
０
時
50
分
〜
１
時

・
記
念
撮
影
＝
午
後
１
時
〜
２
時

●
会
場
＝
串
間
市
文
化
会
館

●�

対
象
者
＝
平
成
２
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
３
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
方

※�

市
内
に
住
所
が
あ
る
方
は
、
後
日
、

案
内
を
送
付
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、

市
内
に
住
所
の
な
い
方
に
つ
い
て

は
、
受
け
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す

の
で
、
教
育
委
員
会
ま
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
串
間
市
教
育
委

員
会
事
務
局
生
涯
い
き
い
き
係
☎

内
線
３
７
９
・
３
８
０

平
成
22
年
度

「
青
少
年
の
声
を
聞
く
会
」

　

児
童
生
徒
の
皆
さ
ん
が
、
日
ご
ろ

の
生
活
体
験
の
中
で
何
を
感
じ
、
何

を
考
え
て
い
る
の
か
？　

小
学
生
11

人
、
中
学
生
６
人
、
高
校
生
２
人
が

発
表
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
会
場
で
、
子
ど
も
た
ち
の
す

ば
ら
し
い
発
表
に
耳
を
か
た
む
け
て

み
ま
せ
ん
か
。

●�
日
時
＝
平
成
23
年
１
月
16
日（
日
）

午
後
１
時
半
〜
４
時
半

●�
会
場
＝
串
間
市
文
化
会
館
（
大

さ
わ
や
か
学
級
移
動
研
修
を

開
催
し
ま
し
た

　

串
間
市
さ
わ
や
か
学
級
で
は
、
各

地
区
の
交
流
を
目
的
に
、
年
１
回
、

日
帰
り
の
移
動
研
修
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
本
年
度
は
10
月
６
日（
水
）に
、

１
２
０
人
の
学
級
生
の
参
加
の
も
と
、

都
城
島
津
邸
な
ど
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

都
城
島
津
邸
で
は
、
邸
宅
と
資
料

館
を
見
学
し
ま
し
た
。
国
の
有
形
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
島
津
家

に
関
わ
り
の
あ
る
資
料
や
、
昭
和
天

皇
が
宿
泊
さ
れ
た
と
き
の
部
屋
な
ど

が
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
参
加
者

は
ガ
イ
ド
の
案
内
を
聞
き
な
が
ら
、

島
津
家
の
成
り
立
ち
や
当
時
の
様

ホ
ー
ル
）

●
発
表
者
＝
市
内
小
・
中
・
高
校
生

●�

主
催
＝
串
間
市
青
少
年
育
成
市
民

会
議
、
串
間
市
教
育
委
員
会

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
串
間
市
教
育
委

員
会
事
務
局
生
涯
い
き
い
き
係
☎

内
線
３
７
９
・
３
８
０

生
涯
学
習
推
進
大
会

出
演
者
を
募
集
し
ま
す

　

市
民
そ
れ
ぞ
れ
が
楽
し
く
学
び
、

生
き
が
い
を
感
じ
な
が
ら
生
活
す
る

た
め
の
ヒ
ン
ト
を
見
い
だ
す
機
会
と

し
て
、
毎
年
開
催
し
て
い
る
生
涯
学

習
推
進
大
会
。

　

本
年
度
は
、
平
成
23
年
２
月
20
日

（
日
）
に
開
催
す
る
予
定
で
す
。
こ

の
大
会
で
は
、
踊
り
や
音
楽
・
各
講

座
な
ど
の
活
動
発
表
と
し
て
、
い
く

つ
か
の
団
体
に
出
演
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　

本
年
度
の
大
会
で
も
日
ご
ろ
活
動

さ
れ
て
い
る
成
果
を
発
表
す
る
場
と

し
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
設
け
、
出
演
し

て
い
た
だ
け
る
団
体
を
２
〜
３
団
体

ほ
ど
募
集
し
ま
す
。

　

参
加
を
ご
希
望
さ
れ
る
方
は
、
平

成
22
年
12
月
24
日
（
金
）
ま
で
に
、

教
育
委
員
会
事
務
局
生
涯
い
き
い
き

係
ま
で
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
串
間
市

教
育
委
員
会
事
務
局
生
涯
い
き
い

き
係
☎
内
線
３
７
９
・
３
８
０

「
い
た
ち
み
ろ
か
い
!!

く
し
ま
ん
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ

２
０
１
０
」
を
開
催
し
ま
し
た

　

10
月
11
日
、体
力
づ
く
り
と
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
を
目
的
に
、「
い
た

ち
み
ろ
か
い
!!　

く
し
ま
ん
ス
ポ
ー

も
あ
り
、
戸
惑
う
様
子
も
見
ら
れ
ま

し
た
が
、
時
間
が
た
つ
に
つ
れ
て
楽

し
そ
う
に
プ
レ
ー
し
て
い
ま
し
た
。

第
28
回
市
民
健
康
ウ
ォ
ー
ク
を

開
催
し
ま
し
た

　

11
月
３
日
（
木
）
に
、
集
団
で
歩

く
楽
し
さ
や
仲
間
と
の
連
帯
感
、
忍

耐
力
の
大
切
さ
を
実
感
す
る
と
と
も

に
、
運
動
の
基
本
で
あ
る
足
腰
の
強

化
を
実
践
す
る
こ
と
で
、
健
康
・
体

力
づ
く
り
を
啓
発
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
「
第
28
回
市
民
健
康
ウ
ォ
ー

ク
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
80

人
ほ
ど
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

さ
わ
や
か
な
秋
晴
れ
の
も
と
、
沿

道
に
咲
き
誇
っ
た
コ
ス
モ
ス
や
ひ
ま

わ
り
の
花
を
眺
め
な
が
ら
、
参
加
者

た
ち
は
、
お
よ
そ
９
㎞
の
道
の
り
を

思
い
思
い
の
ペ
ー
ス
で
歩
い
て
い
ま

し
た
。

＊短歌、俳句の投稿は
■短歌  坂本不二子さん（☎72-4602）
■俳句  本田　幾男さん（☎72-5280）

うたごよみ

東
塩
町
：
越
中
谷　

祥　

子

本　

町
：
中　

野　

良　

子

寺　

里
：
甲　

斐　

勝　

子

寺　

里
：
山　

崎　

百
合
子

寺　

里
：
谷　

村　

教　

俊

歳
時
記
と
辞
書
に
取
り
組
む
夜
長
か
な

射ひ

干
お
う
ぎ

に
招
か
れ
て
を
り
都
井
岬

天
高
く
心
に
な
に
も
無
か
り
け
り

足
袋
つ
が
ぬ
世
と
な
り
淋
し
久
女
の
忌

冬
凪
の
一
点
と
な
る
漁
り
船

上
町
三
：
川　

崎　

忠　

康

串　

間
：
島　

田　

ミ
ネ
子

上
小
路
：
木　

島　

サ
イ
子

寺　

里
：
谷　

口　

秀　

子

上
町
一
：
神　

戸　

和　

子

[

短 

歌]

串
間
さ
ざ
な
み
歌
会
選

[

俳 

句]

あ
さ
ひ
俳
句
会
選

そ
ば
の
花
愛
で
て
心
の
洗
は
る
る
秋
の
夜
長
の
今
宵
の
夢
は

れ
ん
げ
薔
薇
可
憐
な
花
を
今
日
も
ま
た
心
和
ま
す
四
季
折
々
に

孫
達
の
寝
顔
見
つ
め
て
想
い
出
す
連
休
泊
ま
り
の
秋
の
夜
長
に

山
畑
の
ひ
と
つ
の
空
間
黄
に
染
め
て
泡
立
草
の
花
は
群
れ
咲
く

世
の
中
に
国
旗
国
歌
を
論
じ
を
り
た
め
ら
い
も
な
く
石
け
り
飛
ば
す

ツ
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
０
」
を
串
間
市

営
球
場
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

フ
ェ
ス
タ
に
は
約
60
人
の
市
民
が

参
加
し
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
ペ

タ
ン
ク
、
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
な

ど
の
競
技
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
、
初
め
て
体
験
す
る
競
技

さわやか学級（福島・本城・都井）

さわやか学級（中央・北方）

さわやか学級（大束・市木）

市民健康ウォーク

いたちみろかい！！ くしまんスポーツフェスタ 2010
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外傷の応急処置について

なるほど!医療講座
著：串間市民病院 整形外科医師

川
かわ
添
そえ
　浩

ひろ
史

し

「
足
を
く
じ
い
た
」「
指
を
つ
い
た
」

と
い
う
場
面
に
は
日
常
的
に
遭

遇
し
ま
す
よ
ね
。
今
回
は
そ
の
よ
う
な
場

合
の
応
急
処
置
に
つ
い
て
で
す
。
ま
ず
起

こ
っ
た
出
来
事
が
ど
れ
く
ら
い
重
症
な
の
か

と
い
う
こ
と
で
す
。
く
じ
い
た
と
き
や
打
撲

な
ど
強
い
力
が
体
に
加
わ
っ
た
場
合
、
そ
こ

に
は
炎
症
が
起
き
ま
す
。
こ
の
炎
症
が
重

症
度
の
目
安
に
な
り
ま
す
。
炎
症
が
起
こ

る
と
４
つ
の
兆
候
が
見
ら
れ
ま
す
。

⑴
熱
感
＝
患
部
が
ア
ツ
ー
く
な
り
ま
す

⑵�

痛
み
＝
何
も
し
な
く
て
も
痛
い
、
押
さ

え
る
と
「
ギ
ャ
ッ
」
と
言
い
た
く
な
る

⑶�

腫し
ゅ

張ち
ょ
う

＝
患
部
が
腫
れ
ま
す

⑷�

発
赤
＝
患
部
が
赤
く
な
る
こ
と
で
、
内

出
血
と
は
違
い
ま
す

こ
の
う
ち
発
赤
は
、
ば
い
菌
が
つ
い
た
と

き
な
ど
の
炎
症
に
よ
く
見
ら
れ
、
外
傷
時

の
早
い
段
階
か
ら
は
あ
ま
り
出
ま
せ
ん
が
、

以
上
の
４
つ
が
基
本
で
す
。

　

ま
た
、
痛
み
は
感
じ
方
が
違
う
の
で
、

全
然
た
い
し
た
こ
と
な
い
の
に
死
に
そ
う

に
痛
が
る
人
も
い
れ
ば
（
き
っ
と
周
り
に

一
人
く
ら
い
い
ま
す
よ
ね
）、
大
き
な
け
が

を
し
て
も
け
ろ
っ
と
し
て
い
る
人
も
い
て

（
鈍
い
の
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
、
あ
く
ま

で
痛
み
に
強
い
の
だ
と
思
い
ま
す
）、
必
ず

し
も
重
症
度
と
比
例
し
て
は
い
ま
せ
ん
が
。

し
か
し
重
症
の
場
合
ま
っ
た
く
痛
く
な
い

事
は
無
く
、
や
は
り
目
安
に
は
な
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
腫し

ゅ

張ち
ょ
う

、
熱
感
に
つ
い
て
は
、

ご
ま
か
す
事
が
で
き
ま
せ
ん
。
重
症
の
場

合
か
な
り
腫
れ
ま
す
し
、
腫
れ
る
の
に
伴
っ

て
ア
ツ
ー
く
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
み
る

み
る
腫
れ
て
ア
ツ
ー
い
外
傷
は
本
人
が
け

ろ
っ
と
し
て
い
て
も
、
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ

の
可
能
性
を
疑
う
べ
き
で
、
病
院
に
行
っ

た
方
が
い
い
で
す
。
逆
に
、
本
人
が
「
い

て
ー
っ
、
し
ぬ
ー
っ
」
と
言
っ
て
も
、
腫
れ

も
な
い
し
熱
く
も
な
い
し
、
押
さ
え
て
も

痛
い
と
こ
が
ど
こ
な
の
か
が
は
っ
き
り
し

な
い
場
合
、
軽
傷
の
疑
い
で
す
。
こ
の
よ

う
な
場
合
は
し
ば
ら
く
、
眺
め
て
い
て
も

い
い
で
し
ょ
う
。
た
だ
し
、
痛
み
の
訴
え

が
長
く
続
く
と
き
は
、
一
度
診
察
を
受
け

た
方
が
い
い
で
し
ょ
う
。

　

さ
て
、
次
に
応
急
処
置
に
つ
い
て
で
す
。

４
つ
の
基
本
的
な
手
技
が
あ
り
、
こ
れ
を

英
語
に
し
た
時
の
頭
文
字
を
と
っ
て
Ｒ
Ｉ

Ｃ
Ｅ
と
い
い
ま
す
。

　

ま
ず
Ｒ
＝
ｒ
ｅ
ｓ
ｔ
、
つ
ま
り
休
め
、

安
静
で
す
。
外
傷
で
は
急
性
期
に
炎
症
が

起
き
ま
す
が
こ
の
と
き
患
部
に
で
き
る
だ

け
刺
激
を
与
え
ず
、
そ
っ
と
し
て
お
く
事

が
大
切
で
す
。
も
ん
だ
り
さ
す
っ
た
り
刺

激
を
与
え
る
と
炎
症
を
強
く
し
、
余
計
な

苦
痛
を
与
え
る
事
に
な
り
ま
す
。
安
静
の

た
め
に
は
動
か
さ
な
い
事
で
、場
合
に
よ
っ

て
は
副
木
で
固
定
し
た
り
、
三
角
き
ん
で

つ
っ
た
り
す
る
事
が
有
効
で
す
。

　

次
に
Ｉ
＝
ｉ
ｃ
ｉ
ｎ
ｇ
、
つ
ま
り
冷
や

す
事
で
す
。
先
ほ
ど
外
傷
で
は
熱
く
な

る
と
言
い
ま
し
た
よ
ね
。
体
内
の
熱
い
場

所
に
は
炎
症
の
呼
び
水
に
な
る
物
質
が

集
ま
っ
て
き
ま
す
。
炎
症
が
炎
症
を
呼
ぶ

よ
う
な
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、
こ
の
悪
循
環

を
断
ち
切
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ

の
た
め
し
っ
か
り
冷
や
す
事
で
す
。
湿

布
、
コ
ー
ル
ド
ス
プ
レ
ー
な
ど
は
無
効

で
す
。
よ
く
テ
レ
ビ
な
ん
か
見
て
い
る
と

シ
ュ
ー
っ
と
か
や
っ
て
い
ま
す
ね
。
あ
れ

は
お
ま
じ
な
い
で
す
。
氷
な
ど
を
用
い
て

し
っ
か
り
冷
た
く
し
て
く
だ
さ
い
。

　

３
つ
目
は
Ｅ
＝
e
l
e
v
a
t
i
o
n
、

挙き
ょ

上じ
ょ
う

で
す
。
つ
ま
り
患
部
を
高
く
し
な
さ

い
と
い
う
事
で
す
。
大
切
な
の
は
心
臓
よ

り
患
部
が
上
に
な
る
事
で
す
。
患
部
を
心

臓
よ
り
上
に
す
る
事
で
腫
れ
が
ひ
ど
く
な

る
こ
と
を
予
防
し
ま
す
。
足
を
痛
め
た
時
、

い
す
に
座
っ
て
い
て
も
足
先
は
心
臓
よ
り

下
な
の
で
、
安
静
に
は
な
っ
て
も
挙
上
に

は
な
り
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、
下
肢
の
外
傷

で
は
横
に
な
っ
て
、
上
肢
の
外
傷
の
場
合
、

手
を
挙
げ
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
し
て
最
後
に
Ｃ
＝
c
o
m
P
r
e
s
s

i
o
n
、
つ
ま
り
圧
迫
で
す
。
腫
れ
る
の

は
体
の
内
側
か
ら
外
向
き
の
力
が
か
か
る

か
ら
で
す
。
外
か
ら
そ
れ
を
押
さ
え
て
あ

げ
る
事
が
腫
れ
の
予
防
に
は
大
切
で
す
。

た
だ
し
、
押
さ
え
す
ぎ
る
と
血
が
通
わ
な

く
な
る
の
で
、「
適
度
に
」
が
大
切
で
す
。

目
安
と
し
て
は
、
例
え
ば
ア
イ
ス
バ
ッ
グ

を
ず
れ
な
い
よ
う
に
包
帯
な
ど
で
ま
い
て

お
く
、
こ
の
程
度
で
患
部
に
は
適
度
な
圧

迫
が
か
か
る
と
思
い
ま
す
。

　

以
上
の
４
つ
の
炎
症
の
兆
候
、
４
つ
の

基
本
手
技
、
こ
れ
を
覚
え
て
お
け
ば
応
急

処
置
は
完
璧
で
す
。
そ
し
て
病
院
に
受
診

し
ま
し
ょ
う
。

素直な子どもたちの集う学校

　大束小学校では、地域の特産品
である甘しょを、児童たちと保護
者、地域の方が協力して育ててい
ます。運動場のそばにある畑は、
地域の方の協力で耕しています。
その畑で児童たちが甘しょを育
て、10月には、児童と保護者、地
域の方みんなの手で収穫します。
12月にある学習発表会では、６年
生が甘しょの成長記録を発表、そ
の後、甘しょの出荷作業を保護者
や地域の方と一緒に行い、最後は
収穫した甘しょを味わいます。甘
しょ作りを通じて、学校と地域が
一つとなっています。

明るく元気なのびのびとした子どもたちを育てています。

甘しょ作りで地域と連携

甘しょ栽培

学校へ行こう
■ 大束小学校

　

今
回
紹
介
す
る
の
は
串
間
市
立
大

束
小
学
校
（
永な

が

友と
も

裕ゆ
た
か

校
長
）。
全
校

児
童
１
４
３
人
、
職
員
15
人
と
た
く

さ
ん
の
児
童
が
通
う
元
気
い
っ
ぱ
い

の
学
校
で
す
。

　

大
束
小
学
校
で
は
児
童
の
自
主
性

を
伸
ば
す
教
育
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

毎
朝
、
校
門
で
は
児
童
が
道
行
く
人

に
あ
い
さ
つ
を
し
て
い
ま
す
が
、
こ

れ
は
学
校
が
決
め
た
こ
と
で
な
く
、

児
童
が
自
ら
率
先
し
て
実
施
し
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
自
主
的
な
取
り

組
み
が
育
つ
よ
う
、
学
校
全
体
で
応

援
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
か
ら
読
書
活
動
に
も
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。
以
前
ま
で
の
図
書
室

は
、
教
室
の
半
分
ほ
ど
の
広
さ
の
た

め
利
用
し
に
く
い
環
境
で
し
た
が
、

今
年
か
ら
は
教
室
２
つ
分
ほ
ど
の
広

さ
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。
さ
ら

に
児
童
が
使
い
や
す
い
よ
う
に
、
い

す
だ
け
で
な
く
畳
も
敷
い
て
、
リ

ラ
ッ
ク
ス
し
て
読
書
を
楽
し
め
る
よ

う
に
工
夫
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
児

童
が
新
し
い
本
に
興
味
を
持
ち
や
す

く
す
る
た
め
に
、
先
生
た
ち
の
手
に

よ
り
ハ
ン
ガ
ー
を
利
用
し
た
本
立
て

も
製
作
。
今
で
は
、
休
み
時
間
に
な

る
と
児
童
た
ち
が
図
書
室
を
訪
れ
、

楽
し
く
本
を
読
ん
で
い
ま
す
。

　

今
年
は
児
童
が
県
の
読
書
感
想
文

コ
ン
ク
ー
ル
で
入
賞
す
る
な
ど
、
児

童
の
読
書
へ
の
関
心
が
強
く
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
図
書
室
を
充
実

さ
せ
て
、
児
童
た
ち
が
読
書
を
楽
し

め
る
環
境
を
整
え
て
い
く
こ
と
が
学

校
の
目
標
の
一
つ
で
す
。

　
「
子
ど
も
た
ち
は
み
ん
な
明
る
く

素
直
。
そ
の
良
さ
を
大
事
に
し
な
が

ら
、
自
主
性
を
伸
ば
し
て
あ
げ
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は

愛
情
の
こ
も
っ
た
教
育
が
一
番
大
事

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
子
ど
も
た
ち

の
心
に
届
く
、
愛
情
の
あ
る
教
育
を

実
践
し
て
い
き
ま
す
」
と
永
友
校
長

は
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

毎日、笑顔が絶えません。
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図書館に行こう
[

今
月
の
新
刊]

抱
擁
、
あ
る
い
は
ラ
イ
ス
に
は

塩
を
（
江
國
香
織
）
田
舎
の

紳
士
服
店
の
モ
デ
ル
の
妻
（
宮
下
奈

都
）
忍
び
外
伝
（
乾
緑
郎
）
神
の
国

に
殉
ず 

上
・
下
（
阿
部
牧
郎
）
成
り

上
が
り
（
江
上
剛
）
鋼
鉄
の
叫
び
（
鈴

木
光
司
）
ほ
の
か
な
ひ
か
り
（
森
浩

美
）
喜
嶋
先
生
の
静
か
な
世
界
（
森

博
嗣
）
死
支
度
（
勝
目
梓
）
機
嫌
の
い

い
犬
（
川
上
弘
美
）
還
暦
探
偵
（
藤
田

宜
永
）
ぎ
っ
ち
ょ
ん
ち
ょ
ん
（
群
よ
う

こ
）
ツ
ナ
グ
（
辻
村
深
月
）
流
跡
（
朝

吹
真
理
子
）
幻
視
時
代
（
西
沢
保
彦
）

稲
穂
の
海
（
熊
谷
達
也
）
お
い
し
い

中
国
（
楊
逸
）
女
騎
手
（
蓮
見
恭
子
）

P
SY
R
EN

−

サ
イ
レ
ン

−（
岩
代
俊

明
）
殺
す
手
紙
（
ポ
ー
ル
・
ア
ル
テ
）

死
の
授
業
（
新
井
満
）
コ
ツ
ま
み
（
笠

原
将
弘
）
尖
閣
戦
争
（
西
尾
幹
二
）

ク
リ
ス
マ
ス
お
は
な
し
会

●
日
程
＝
12
月
18
日
（
土
）

●
時
間
＝
午
前
10
時
半
〜
11
時
半

●
参
加
費
＝
無
料

●�

内
容
＝
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
／
工

作
教
室
（
大
き
な
松
ぼ
っ
く
り
ツ

リ
ー
）

※�

工
作
教
室
に
は
申
し
込
み
が
必
要

で
す
。
15
人
程
度
。
参
加
さ
れ
る
方

は
図
書
館
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
串
間
市
立
図
書�

館
☎
72
ー
１
１
７
７

●��

開
館
＝
午
前
10
時
〜
午
後
６
時

●��

休
館
日
＝
毎
週
月
曜
日

交流員レポート
祭
り
じ
ゃ
!!

第8代国際交流員ジュリアンの日本体験記

○○ is right next to ○○ .

○○は○○のすぐ横にある。

Example:Australia is right next
　　　　 to New Zealand.
例：�オーストラリアはニュージー

ランドのすぐ横にある。

This month's expression   

今
年
も
も
う
す
ぐ
終
わ
り
で
す

ね
。
本
当
に
こ
の
一
年
は
早

か
っ
た
で
す
。
口
蹄
疫
な
ど
い
ろ
い

ろ
あ
っ
た
年
で
す
が
楽
し
く
終
わ
り

を
迎
え
、新
し
い
年
に
突
入
し
ま
し
ょ

う
！　

終
わ
り
に
言
う
よ
う
な
こ
と

を
最
初
か
ら
言
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
レ
ポ
ー
ト
は
こ
れ
か
ら
で
す
。

　

11
月
３
日
の
串
間
市
民
秋
祭
り
。

毎
年
盛
り
あ
が
り
ま
す
ね
〜
。
今

年
も
国
際
交
流
協
会
と
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
の
ブ
ー
ス
を
開
き
ま
し
た
。

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
ワ
イ
ン
、チ
ー

ズ
と
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
。
そ
れ
と
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
の
ビ
ー
ル
。「
あ
れ
？

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
？
」
と
思
う
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
で
は
よ
く
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

ビ
ー
ル
を
飲
み
ま
す
。
そ
れ
に
今
年

は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
出
身
、
日
南
市

の
国
際
交
流
員
の
ロ
ー
ラ
さ
ん
に
来

て
も
ら
っ
た
の
で
、
彼
女
も
な
じ
み

の
あ
る
も
の
を
出
し
ま
し
た
。
今
回

は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
自
分
の
故

郷
の
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
で
あ
っ

た
地
震
の
こ
と
を
皆
さ
ん
に
知
っ
て

も
ら
う
の
と
同
時
に
、
今
回
の
ブ
ー

ス
で
売
っ
て
い
た
品
物
の
売
り
上
げ

の
す
べ
て
を
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ

へ
送
る
事
が
目
的
で
し
た
。

　

ブ
ー
ス
で
い
ろ
い
ろ
な
方
と
お
話

が
で
き
た
の
で
す
が
、
だ
れ
も
地
震

の
こ
と
を
知
ら
な
い
の
で
び
っ
く
り

し
ま
し
た
。
震
度
７
の
非
常
に
大
き

い
地
震
で
、
中
心
部
に
あ
る
建
物
が

崩
壊
し
た
り
個
人
の
家
が
住
め
な
く

な
っ
た
り
し
た
の
で
す
が
、
死
者
は

で
な
か
っ
た
の
で
世
界
的
に
は
あ
ま

り
取
り
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
み
た
い

で
す
。
日
本
に
来
る
と
き
に
地
震
大

国
だ
と
い
う
こ
と
で
、
親
や
友
だ
ち

に
地
震
対
策
を
し
て
お
け
よ
、
と
言

わ
れ
た
の
で
す
が
、
ま
さ
か
ク
ラ
イ

ス
ト
チ
ャ
ー
チ
で
こ
ん
な
地
震
が
あ

る
と
は
、人
生
っ
て
不
思
議
で
す
ね
。

　

で
は
、
良
い
年
越
し
を
！

秋祭りの国際交流協会ブース

12
月
の
テ
ー
マ
展
示

か
り
の
大
研
究

わたしたちの生活に欠かせない「あか
り」。たき火などに頼っていた時代から、
日本特有の灯火具が次々と現われた時
代、電気やＬＥＤなどを使うようになった
現在まで、魅力的なあかりの世界を紹介
します。写真がたくさん載っています。

ＰＨＰ研究所

あ
女
湯
　
お
れ
ん

諸田　玲子／著

文政12年、神田から発した大火が江戸
の町を焼き尽くす。八丁堀の「天女」と慕
われるおれんが働く湯屋も焼けてしまっ
た。湯屋再建のため懸命に道を探るおれ
んの周りには、いつも人が、そして厄介ご
とも集まってくる。

天

今年もクリスマスの本の特集をします。
絵本はもちろん、パーティ料理、飾り、
リース、うたの本などさまざまなジャンル
の本を集めています。新刊も続々入荷中!! 
今年はいつもと違うクリスマスを演出し
てみてはいかがでしょうか？

「
ク
リ
ス
マ
ス
」

◎
叙　
勲　

Bestowal of an order

　

平
成
22
年
秋
の
叙
勲
に
お
い
て
、
串
間
市

か
ら
３
人
の
方
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
国
家
ま
た
は
公
共
に
対
し
功
労
の
あ
る
方

で
、
公
務
な
ど
に
長
年
従
事
し
、
顕
著
な
成

績
を
あ
げ
た
方
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　

田
中
千
房
さ
ん
（
福
島
地
区
）
は
、
北
九

州
市
の
消
防
正
監
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
消
防

業
務
で
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
61
年
に
は

八
幡
西
消
防
署
長
と
な
り
、
市
民
の
生
命
と

財
産
を
守
る
た
め
に
尽
力
さ
れ
、
そ
の
功
績

が
認
め
ら
れ
瑞
宝
双
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し

た
。

　

島
田
文
明
さ
ん
（
本
城
地
区
）
は
、
警
視

庁
の
警
察
官
と
し
て
東
京
都
の
治
安
維
持
、

都
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
に
活
躍
さ

れ
ま
し
た
。
在
職
中
に
は
本
富
士
警
察
署
管

内
の
銃
砲
安
全
協
会
な
ど
の
防
犯
組
織
の
結

成
に
大
き
く
寄
与
し
、
結
成
後
は
組
織
の
育

成
と
効
果
的
な
防
犯
活
動
の
推
進
に
尽
力
さ

れ
、
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
瑞
宝
単
光
章
を

受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

河
野
幸
光
さ
ん
（
福
島
地
区
）
は
、
昭
和

41
年
に
串
間
市
消
防
団
第
１
分
団
（
現
中
央

分
団
）
に
入
団
。
班
長
、
部
長
、
副
分
団
長

を
歴
任
さ
れ
、
精
力
的
に
消
防
業
務
に
従
事

し
、
団
員
の
訓
練
に
は
率
先
し
て
指
導
に
あ

た
り
ま
し
た
。
ま
た
分
団
長
就
任
後
は
幅
広

く
消
防
団
活
動
に
尽
力
し
、
そ
の
功
績
が
認

め
ら
れ
瑞
宝
単
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
総
務
課
行
政
係
☎
内
線

３
１
４

◎
健　
康　

Health
乳
幼
児
フ
ッ
素
塗
布
の
ご
案
内

　

フ
ッ
素
は
歯
の
質
を
強
化
し
ま
す
。

●�

日
時
＝
12
月
15
日
（
水
）
午
後
１
時
〜
１

時
半

●�

場
所
＝
串
間
市
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

２
階
す
こ
や
か
広
場

※�

通
知
は
い
た
し
ま
せ
ん
。
年
３
回
に
な
る

よ
う
に
受
け
る
と
効
果
が
あ
り
ま
す
。

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
福
祉
保
健
課
子
育
て
支

援
係
☎
72

−

０
３
３
３
（
内
線
５
０
４
）

河野  幸光 さん 島田  文明 さん 田中  千房 さん

秋の叙勲を
受章されました

む
し
歯
０
の

お
友
だ
ち

◎�

15
の
笑
顔
が

　
輝
い
て
い
ま
す
。

　

８
月
11
日
実
施
の
３
歳
児
健
康
診
査
で
、

む
し
歯
の
な
か
っ
た
お
友
だ
ち
で
す
。

小
こ

見
み

門
かど

 凜
りん

ちゃん
◎寺里

松
まつ

浪
なみ

 るりちゃん
◎上小路

阿
あ

邊
べ

山
やま

 花
か

澄
すみ

ちゃん
◎霧島

黒
くろ

木
ぎ

 優
ゆう

太
た

くん
◎上小路

藤
ふじ

木
き

 優
ゆ

羽
う

ちゃん
◎中原

山
やま

下
した

 梨
らい

夢
む

ちゃん
◎大島

和
わ

田
だ

 夢
ゆめ

叶
と

くん
◎南金谷

田
た

中
なか

 龍
りゅう

司
じ

くん
◎泉町

井
い

元
もと

 絢
けん

心
しん

くん
◎天神

瀬
せ

ノ
の

口
くち

 紗
さ

瑛
え

ちゃん
◎上新町

中
なか

村
むら

 凛
りん

花
か

ちゃん
◎本町１丁目

山
やま

田
だ

 唯
ゆ

愛
あ

ちゃん
◎大平

清
きよ

本
もと

 春
はる

音
ね

ちゃん
◎北金谷

山
やま

本
もと

 悠
ゆう

翔
と

くん
◎西今町

山
やま

下
した

 嵩
しゅう

太
た

くん
◎西本西方
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救難課☎22−３０２１

　大型免許講習は年１回。乗船履歴が
ある方は乗船履歴での更新が可能です。
◎講習日時＝12月24日（金）
①�海技士（航海）＝午前９時より受け
付け、９時半開始
・更新＝航海１級〜６級
・�失効再交付＝航海４級〜６級までで
失効して５年以内の方に限る
②�海技士（機関）＝午後１時より受け
付け、１時半開始
・更新＝機関１級〜６級
・�失効再交付＝機関４級〜６級までで
失効して５年以内の方に限る

◎�講習場所＝宮崎県立高等水産研修所
（日南市西町２−11−６）

◎必要なもの＝海技免状
◎料金（写真代・郵送料込）
・更新＝１０,７００円
・失効＝１７,０００円
◎�問い合わせ先＝西岡海事事務所（南
郷町、旧深川海事引継）
　☎０１２０−76−５５５４（通話無料）

◎�相談日＝月〜金曜日（祝日を除く）
午前９時〜正午、午後１時〜５時
（事前にご連絡ください）

◎�弁護士相談＝毎月第３木曜日、午後
１時〜４時（無料・予約制要面談）

◎�問い合わせ先＝社団法人日本損害保
険協会宮崎自動車保険請求相談セン
ター☎０９８５−28−１１９９

◎建築科（訓練期間１年）
・募集対象者
①�新卒者＝平成23年３月、中学校を
卒業予定の方
②�既卒者＝中学校卒業者またはこれと
同等以上の学力を有すると認められ
るおおむね35歳未満の方で、かつ
建築の分野に就業しようとする意欲

のある方（離転職者も可）
・�募集定員＝新卒者は15人程度、既
卒者は５人程度

◎塗装科（訓練期間１年）
・募集対象者
①�新卒者＝平成23年３月、中学校を
卒業予定の方
②�既卒者＝中学校卒業者またはこれと
同等以上の学力を有すると認められ
るおおむね35歳未満の方で、かつ
塗装の分野に就業しようとする意欲
のある方（離転職者も可）
・�募集定員＝新卒者は15人程度、既
卒者は５人程度

◎�願書受付期間＝平成23年１月４日
〜１月26日（当日消印有効）

◎販売実務科（訓練期間1年）
・募集定員＝10人
・�応募手続＝公共職業安定所長の受講
指示が必要
・募集対象者
①�中学校以上（平成23年３月に卒業
見込みの方を含む）で、療育手帳を
所持している方。または公共機関で
同等と診断された方で、身辺処理が
自立し自立通学ができ、集団生活お
よび職業訓練を受講することに支障
がないと認められる方。
②�訓練への熱意と就労意欲があり、職
業的自立が可能と認められる方。
③�公共職業安定所に求職の申し込みを
行っており、公共職業安定所長の受
講指示が受けられる方。

◎�願書受付期間＝12月１日〜12月17
日（当日消印有効）

◎�問い合わせ先＝宮崎県立産業技術専
門校高鍋校☎０９８３−23−０５
２３

　㈶自治体総合センターでは、宝くじ
の収益を財源として地域コミュニティ
活動に必要な施設、または設備の整備
などに助成を行っています。
　平成22年度は古竹・奴久見・中本
西方・郡司部自治会がこの助成金を受
け、屋外放送設備を整備しました。
　宝くじの収益はこのように、自治会

お知らせのページに掲載を希望する
かたは、希望する発行日の20日前
までには情報政策係にお送りくださ
い。

お願い

活動などわたしたちの身近なところに
も役立てられています。

◎�問い合わせ先＝総合政策課企画統計
係☎内線３３３

　串間市文化会館では３月５日・６日
に第４回串間市民音楽祭を開催します。
地元アーティストやゲストステージに
加え、屋外にてフリーマーケット、飲
食物販売を計画しています。
　12月より出演者および出展者の募
集を行います。ご希望される方は串間
市文化会館までお問い合わせください。
◎�募集期間＝12月１日〜１月15日
（先着順）

◎�問い合わせ先＝串間市文化会館☎
72−６３３３

・�口蹄疫復興チャリティーコンサート
＝12月25日（土）
※詳細はお問い合わせください。
◎�問い合わせ先＝串間市文化会館☎
72−６３３３

　口蹄疫対策に役立ててほしいと仲町
商店会、大束商店会、本城商興会より
串間市に義援金をご寄付いただきまし
た。ご善意、ありがとうございました。

　広報くしま11月15日号の休日在宅
医コーナーで12月23日は中島医院と
なっていましたが、島田外科医院（☎
72−５６３６）に変更となりました
のでお知らせいたします。

　　　　　　　　　　

お知らせの
ページ
市役所の代表電話☎0987ー72ー1111

Information

お知らせ

の疲れ…、そんな飛べないコウノト
リから解放されましょう。青い海と
空、緑の樹々に輝く砂浜、自然いっぱ
いの串間。今何をしてもらおうではな
く、わたしは何がしてあげられるかし
ら…。そう思いたくなる新くしま人の
居場所を作りました。きっとおもしろ
い仲間に出会えます。「放っておいて
ください」という田舎暮らし満喫派の
方も、当会の登録だけを呼びかけてい
ます。串間市の隠れた情報を「ガイド
ブック」にしてお届けします。
◎親睦交流会＝年２回程度
◎�問い合わせ先＝移住者ネットワーク
（蓮尾）☎75−１６６６

〜串間の皆さんに今、伝えたいこと〜
◎�期日＝12月22日（水）午後６時開
場、午後６時半開演

◎会場＝串間市文化会館大ホール
◎�入場料＝無料（入場整理券が必要。
定員１,０００人になり次第締め切り）

◎�第１部＝宮崎県知事特別講演「食と
農を考える」／東国原英夫氏

◎�第２部＝「食育と子どもの健全育
成」〜一家だんらんの食事が育むも
の〜／竹下和男氏

◎�問い合わせ先＝教育委員会事務局教
育総務係☎内線３７６

　海上保安庁では、海洋環境保全思想
の普及・啓発活動の一環として「第
11回未来に残そう青い海・図画コ
ンクール」を実施しました。本図画
コンクール審査の結果、串間市立福
島小学校２年生の西山朋希くんが宮
崎海上保安部長賞（宮崎県南地区表
彰）を受賞したほか、串間地区から計
７点が優秀作品に選ばれました。各
受賞作品については宮崎海上保安部
ホームページ（http://www.kaiho.mlit.
go.jp/10kanku/miyazaki/）をご覧く
ださい。
◎�問い合わせ先＝宮崎海上保安部警備

　北海道で野生のカモのふんから強毒
タイプのＨ５Ｎ１亜型の高病原性鳥イ
ンフルエンザウイルスが分離されまし
た！　発生防止を図るため、改めて次
の対策をお願いします。
①毎日鶏の健康チェックする。
②�防鳥ネットの整備などにより野鳥の
鶏舎への侵入を防止する。
③�防鳥ネットに破れがないかなど野鳥
などの侵入防止対策を点検する。
④飲み水には水道水を使用する。
⑤こまめに鶏舎の清掃・消毒を行う。
⑥�鶏舎周囲に穀類などのえさや生ゴミ
など野生動物を誘引するものを置か
ず、清潔に保つ。
⑦�鶏の世話をしたあとは手洗い・うが
いをする。
　感染の拡大を防ぐためには、早期発
見・早期対応が大変重要です。高病原
性鳥インフルエンザの症状は、死亡率
の上昇（続けて死亡する）、元気消失、
神経症状、顔・鶏冠・脚の腫れおよび
皮下出血、呼吸器症状、消化器症状
（げり、食欲減退など）などです。異
常に気付いたら直ちにご連絡ください。
◎�問い合わせ先＝宮崎家畜保健衛生所
☎０９８５−73−１３７７

　防犯協会では警察が実施する｢年
末・年始における特別警戒｣と連携し
て関係機関・団体や地域の皆さんと一
体となった地域安全運動を展開します。

運動の重点
①�金融機関・コンビニなどを対象とし
た強盗事件などの犯罪防止
②�ひったくり・自転車盗などの身近な
犯罪防止
③少年の非行防止
④暴力追放
◎�問い合わせ先＝串間地区防犯協会
（市民生活課内）☎内線２５６

　｢肥満は万病のもと｣といわれるよう
に、太りすぎは生活習慣病を引き起こ
す原因となります。この機会に食生活
を見直し健康の秘訣を手に入れてみま
せんか。料金は無料。地区のみなさん
同士やスポーツ仲間、お友だちなどお
誘いあわせのうえお申し込みください。
◎�講座内容＝健康体重と食生活につい
て管理栄養士による講話（30分程
度）の後に季節の食材を用いたヘル
シーな料理を作り、食事会を行いま
す。

◎�対象＝市内に在住、在勤されている
40〜65歳までの働き盛りの方

◎�人数＝10〜20人程度でお申し込み
ください（10人に満たない場合は
ご相談ください）

◎日程＝要相談（土日祝も対応可）
◎時間
・お昼の講座＝午前10時〜午後１時
・夕方の講座＝午後６時〜９時
※時間は調整可能です。
◎�場所＝串間市総合保健福祉センター、
各地区公民館など（公民館の使用料
が発生する場合はご負担願います。
　�串間市総合保健福祉センターで実施
する場合は無料です）

◎�申込・問い合わせ先＝福祉保健課健
康増進係☎72−０３３３（内線５
０８）担当：會

え

本
も と

まで

　都会の雑踏、仕事の軋
あ つ

轢
れ き

、暮らし

年末年始の地域安全運動

串間市文化会館からのお知らせ

高病原性鳥インフルエンザに
ご注意ください！

口蹄疫義援金
ありがとうございました

休日在宅医変更のお知らせ

Ｕターン・Ｉターンのための
移住者ネットワークが
誕生します

平成22年度いけいけ出前講座
ヘルシークッキング
参加団体募集

食育講演会開催

海技士（大型）免状更新・
失効講習

交通事故にあわれた方の
無料相談

宝くじ助成金で整備しました
宮崎県立産業技術専門校
高鍋校入校者募集

文化会館12月の行事予定

｢第11回未来に残そう青い海・
図画コンクール｣受賞作品の
お知らせ
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このページは読者の皆さんからの
声にふれあう場です。

いろいろな声をお寄せください。

読者のページ
郵便くしまにあ
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◎�この広報紙を読んだ感想や今後取り上げてほしい記事、医療講座に関する質問、
串間市への思い、あなたの身近な出来事、何でも好きなことを書いてください。

➡点線に沿って切り取ってください。（官製はがきでも可）
おたより待ってます

図
書
館
で
昔
の
新
聞
に

出
会
い
感
激

●
年
老
い
た
松
さ
ん

　

新
聞
週
間
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

串
間
市
施
行
当
時
（
55
年
前
）
の
世

相
な
ど
を
調
べ
て
み
た
い
と
思
い
、

図
書
館
を
訪
ね
て
み
た
ら
、
新
聞
は

30
年
前
よ
り
保
管
さ
れ
て
い
た
。

　

し
か
し
、
保
管
状
況
は
極
め
て
良

好
で
、
年
度
ご
と
月
ご
と
日
付
ご
と

と
す
ぐ
に
閲
覧
で
き
る
状
況
に
感
激

し
た
。
55
年
前
を
見
た
い
な
ら
、
県

立
図
書
館
か
宮
日
本
社
に
行
け
ば
見

る
こ
と
が
で
き
る
と
の
こ
と
。

　

早
速
、
こ
も
っ
て
昭
和
55
年
よ
り

閲
覧
を
始
め
た
。
暗
い
ニ
ュ
ー
ス
も

あ
っ
た
が
、
ほ
ほ
え
ま
し
い
ニ
ュ
ー

ス
、
な
つ
か
し
い
ニ
ュ
ー
ス
、
写
真

も
あ
り
見
る
こ
と
に
凝
っ
て
し
ま
っ

た
。
特
に
日
南
、
く
し
ま
版
を
見
て

い
く
と
「
み
に
ミ
ニ
」
も
面
白
く
て

飛
ば
し
て
見
る
こ
と
が
で
き
ず
、
全

て
の
ペ
ー
ジ
を
見
て
し
ま
う
結
果
と

な
っ
た
。
宮
日
新
聞
社
の
串
間
担
当

の
記
者
さ
ん
方
が
、
今
ま
で
本
社
の

社
長
や
報
道
部
長
な
ど
重
要
な
ポ
ス

ト
に
就
任
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、

串
間
に
は
エ
リ
ー
ト
コ
ー
ス
の
記
者

が
派
遣
さ
れ
て
い
る
の
だ
な
と
、
真

意
が
分
か
る
よ
う
な
気
が
し
た
。

　

串
間
市
が
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用

日
本
一
を
目
指
し
て
い
る
こ
と
、
ま

た
、
石
川
県
か
ら
担
当
職
員
の
派
遣

要
請
が
き
た
こ
と
、
中
日
ド
ラ
ゴ
ン

ズ
キ
ャ
ン
プ
の
こ
と
、
大
隅
開
発
の

こ
と
、
原
発
の
こ
と
な
ど
懐
か
し
い

記
事
が
あ
っ
た
が
、
わ
た
し
に
は
ま

だ
ま
だ
30
年
間
を
見
終
わ
る
に
は
か

な
り
の
月
日
が
か
か
る
と
思
う
。
普

通
に
見
た
い
方
や
、
新
聞
を
楽
し
み

に
活
用
さ
れ
て
い
る
方
に
は
、
各
自

の
生
ま
れ
た
年
や
学
校
に
入
学
し
た

年
な
ど
自
分
が
見
た
い
事
を
、
年
月

を
考
え
て
検
索
し
た
り
コ
ピ
ー
し
保

管
し
た
り
す
る
な
ど
の
楽
し
み
が
あ

る
と
思
う
。
近
年
は
宮
日
だ
け
で
な

く
、
読
売
や
ス
ポ
ー
ツ
新
聞
も
保
管

さ
れ
て
い
る
の
で
、
喜
び
は
倍
増
。

　

わ
た
し
も
以
前
、
図
書
館
で
新
聞

を
見
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
が
、
き

れ
い
に
分
類
さ
れ
て
い
て
、
見
や
す

か
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
昔

の
新
聞
を
読
む
と
、
当
時
の
こ
と
を

思
い
出
し
て
懐
か
し
く
感
じ
ま
す
ね
。

ロ
ッ
テ
か
ら
感
動
を

も
ら
い
ま
し
た

●
串
間
好
也
さ
ん

　

今
朝
、
新
聞
を
開
き
ま
し
た
が
、

ま
だ
昨
夜
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
シ

リ
ー
ズ
フ
ァ
イ
ナ
ル
ス
テ
ー
ジ
の
試

合
で
の
優
勝
の
興
奮
が
冷
め
や
ら
ぬ

状
態
で
す
。

　

高
校
野
球
以
外
は
ほ
と
ん
ど
見
て

い
な
い
の
で
す
が
、
今
回
、
久
し
ぶ

り
に
応
援
で
燃
え
ま
し
た
。
素
晴
ら

し
か
っ
た
で
す
。
感
動
し
ま
し
た
。

優
勝
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
監
督
の
人

柄
が
出
て
い
て
、
チ
ー
ム
の
和
が
感

じ
ら
れ
ま
し
た
。
何
回
テ
レ
ビ
に
出

て
い
る
の
を
見
て
も
飽
き
な
い
で
す

ね
。
監
督
が
串
間
出
身
（
そ
し
て
福

高
の
後
輩
）
と
い
う
だ
け
で
、
こ
ん

な
に
テ
レ
ビ
に
か
じ
り
つ
け
る
も
の

な
の
で
す
ね
。

　

日
本
シ
リ
ー
ズ
で
も
ま
た
楽
し
ま

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
今
の
ま
ま
の

チ
ー
ム
で
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

ロ
ッ
テ
、
感
動
を
あ
り
が
と
う
！

　

ロ
ッ
テ
の
快
進
撃
に
感
動
す
る
シ
ー

ズ
ン
で
し
た
ね
。
そ
の
後
の
日
本
シ

リ
ー
ズ
で
は
見
事
に
日
本
一
と
な
り
、

２
度
目
の
感
動
を
味
わ
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
来
年
も
一
緒
に
西
村
監

督
率
い
る
千
葉
ロ
ッ
テ
マ
リ
ー
ン
ズ

を
応
援
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

忘
れ
ら
れ
な
い
金
婚
式

●
り
っ
ち
ゃ
ん
さ
ん

　

10
月
13
日
、
金
婚
祝
賀
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
最
近
で
は
病
院
に
行

く
こ
と
以
外
、
外
出
す
る
こ
と
も
少

な
く
な
っ
た
父
に
も
、
ぜ
ひ
母
と
一

緒
に
出
席
し
て
ほ
し
い
た
め
、
通
知

が
来
て
か
ら
、
ず
っ
と
体
調
の
こ
と

に
気
を
つ
け
て
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
わ
た
し
も
仕
事
を
休
み
、

何
と
か
両
親
そ
ろ
っ
て
出
席
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

短
い
時
間
で
し
た
が
楽
し
い
時
間

が
過
ご
せ
た
よ
う
で
、
家
で
は
、
市

長
さ
ん
も
あ
い
さ
つ
に
来
て
く
だ

さ
っ
た
、
○
○
さ
ん
に
も
会
え
た
、

話
が
で
き
た
と
話
を
聞
か
せ
て
く
れ

ま
し
た
。
10
日
後
に
は
、
当
日
撮
影

し
て
く
だ
さ
っ
た
写
真
も
届
き
、
良

い
思
い
出
が
で
き
た
と
、
ま
た
喜
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
す
（
市
役
所
担
当

の
方
々
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
）。

　

12
月
に
は
両
親
に
と
っ
て
初
の
ひ

孫
も
産
ま
れ
る
予
定
で
す
。
遠
く
に

い
る
孫
や
ひ
孫
に
会
え
る
こ
と
を
楽

し
み
に
、
少
し
で
も
元
気
で
長
生
き

し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ご
両
親
の
金
婚
式
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
金
婚
祝
賀
会
が
ご
両
親

に
と
っ
て
楽
し
い
思
い
出
と
な
っ
て

い
た
だ
け
て
、
う
れ
し
く
思
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
楽
し
い
思
い
出

を
た
く
さ
ん
作
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。

金
魚
の
35
日
間

●
口
蹄
疫
終
息
に
ガ
ッ
ツ
だ
ぜ
さ
ん

　

８
月
31
日
、
志
布
志
の
ア
ピ
ア
に

て
金
魚
す
く
い
を
し
た
と
こ
ろ
、
お

ま
け
で
２
匹
頂
き
、
家
の
玄
関
で

飼
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
３
匹

の
う
ち
２
匹
は
死
ん
で
し
ま
い
、
残

り
１
匹
だ
け
は
「
ほ
か
の
２
匹
の
分

ま
で
生
き
な
き
ゃ
」
と
い
う
気
持
ち

が
あ
っ
た
ら
し
く
、
毎
日
元
気
に
し

て
い
ま
し
た
。
え
さ
や
水
を
交
換
す

る
た
び
「
あ
な
た
い
つ
も
元
気
ね
」

と
声
か
け
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ

の
１
匹
も
10
月
５
日
の
火
曜
日
の
朝

11
時
ご
ろ
に
息
絶
え
、
天
国
へ
旅
立

ち
ま
し
た
。
金
魚
と
過
ご
し
た
35
日

間
忘
れ
ま
せ
ん
。
さ
よ
う
な
ら
。

　

金
魚
は
水
質
の
変
化
に
弱
い
生
き

物
で
す
の
で
、
な
か
な
か
元
気
に
育

て
る
の
は
難
し
い
で
す
ね
。
で
も
、

金
魚
と
過
ご
し
た
こ
と
は
大
切
な
思

い
出
と
し
て
心
に
残
る
と
思
い
ま
す
。

子
ど
も
の
た
め
に
一
歩

踏
み
出
す
勇
気
を

●�

も
っ
と
早
く
行
動
す
れ
ば
良
か
っ

た
と
悔
や
ん
で
い
る
マ
マ
さ
ん

　

広
報
10
月
号
の
「
家
庭
児
童
相
談

員
」。
具
体
的
で
と
て
も
分
か
り
や

す
い
内
容
で
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
保
育
所
や
学
校
な
ど

の
集
団
生
活
の
中
で
、
初
め
て
自
分

の
子
ど
も
に
「
ん
？ 

何
か
違
う
か

も
」
と
感
じ
た
り
、
保
育
士
さ
ん
や

先
生
か
ら
何
か
し
ら
の
説
明
が
あ
っ

た
り
・
・
・
。「
い
や
い
や
、
う
ち

の
子
は
大
丈
夫
。
そ
ん
な
の
気
の
せ

い
」
と
思
う
の
が
親
の
本
音
で
す
よ

ね
。
で
も
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
く
だ
さ

い
。
本
当
は
親
が
気
付
か
な
い
だ
け

で
、
子
ど
も
は
不
安
だ
っ
た
り
苦
し

か
っ
た
り
し
て
い
る
の
だ
け
ど
、
そ

れ
を
上
手
に
説
明
で
き
な
い
の
だ
と

し
た
ら
？

　

周
囲
か
ら
指
摘
さ
れ
る
と
つ
ら
い

け
れ
ど
、
そ
の
時
こ
そ
チ
ャ
ン
ス
！

対
応
が
早
け
れ
ば
早
い
ほ
ど
良
い
こ

生
活
課
か
ら
次
の
よ
う
に
回
答
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
串
間
市
マ
イ
バ
ッ
グ
」
に
対
す

る
貴
重
な
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
現
在
、
市
で
は
、
イ
ベ
ン

ト
な
ど
で
の
チ
ラ
シ
の
配
布
や
マ
イ

バ
ッ
グ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施
を
行

い
、
啓
発
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
先
日
行
っ
た
マ
イ
バ
ッ
グ
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
で
の
店
頭
調
査
で
は
、
５

店
舗
で
１
、０
２
５
人
の
来
客
者
に

対
し
、
１
６
４
人
の
方
が
マ
イ
バ
ッ

グ
を
持
参
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
マ

イ
バ
ッ
グ
の
持
参
率
は
店
舗
に
よ
り

異
な
り
、
１
割
か
ら
３
割
と
い
う
結

果
で
し
た
。
確
か
に
、
レ
ジ
袋
は
便

利
で
す
が
、
最
終
的
に
は
ご
み
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
買
い
物
の
際

に
マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
参
し
、
レ
ジ
袋

を
断
る
こ
と
は
、
ご
み
の
減
量
化
、

地
球
温
暖
化
の
防
止
、
化
石
燃
料
の

消
費
抑
制
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、

一
人
ひ
と
り
の
取
り
組
み
の
積
み
重

ね
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
串
間
を
環
境
に
優
し
い

ま
ち
「
エ
コ
く
し
ま
」
に
す
る
た
め
、

マ
イ
バ
ッ
グ
の
推
進
に
努
め
て
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
各
事
業

所
の
方
々
、
ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。●

こ
の
ほ
か
に
も
多
く
の
方
か
ら
お
便

り
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

と
も
あ
り
ま
す
。
相
談
す
る
こ
と
に

た
め
ら
い
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

で
も
、
勇
気
を
出
し
て
自
分
と
子
ど

も
の
た
め
に
１
歩
を
踏
み
出
し
て
み

ま
せ
ん
か
？

　

子
ど
も
の
健
康
は
い
つ
で
も
気
に

な
り
ま
す
ね
。
す
ぐ
に
気
付
い
て
あ

げ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
良
い
の
で
す

が
、
な
か
な
か
難
し
い
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。
そ
ん
な
時
こ
そ
家
庭
児
童

相
談
員
の
方
が
適
切
な
助
言
を
し
て

く
れ
る
の
で
、
小
さ
な
悩
み
で
も
ぜ

ひ
相
談
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

エ
コ
バ
ッ
ク
の
利
用
は

進
ん
で
い
ま
す
か
？

●
中
村
晃
一
さ
ん

　

費
用
対
効
果
と
い
う
こ
と
が
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
市
役
所
で
言
え
ば
、

補
助
金
を
使
っ
た
効
果
を
常
に
把
握

し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
し
ょ
う
。

先
に
３
０
０
万
円
以
上
の
貴
重
な
市

費
を
投
じ
て
市
内
全
戸
に
無
料
配
布

さ
れ
た
「
エ
コ
バ
ッ
グ
」
の
利
用
状

況
は
ま
こ
と
に
さ
び
し
く
気
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

市
の
担
当
課
は
こ
の
こ
と
に
最
後

ま
で
関
心
を
持
ち
続
け
、
定
期
的
に

そ
の
観
察
結
果
を
公
表
す
る
く
ら
い

の
こ
と
は
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
と
思

い
ま
す
。
い
か
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

ご
指
摘
の
こ
と
に
つ
い
て
、
市
民

わたくしたちは、
1. �豊かな自然を大切にし、これをいか

しましょう。
1. �お互いを信じ、心をあわせ、平和で明

るいまちをつくりましょう。
1. �健康で働くことに誇りをもち、豊かな

住みよいまちをつくりましょう。
1. �だれにも親切にし老人をいたわり、こ

どもに夢と、しあわせをあたえましょう。
1. 教養を高め文化のまちをつくりましょう。

（平成22年11月１日現在）

◎市の木／そてつ ◎市の花／かんな
◎市の鳥／めじろ ◎市の花木／山桜
◎人口  20,352人（前月比 −45）
男 9,318人 女 11,034人
世帯数 8,772世帯

市民
憲章
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市
民
の
皆
さ
ん
、
お
元
気
で
す
か
。
口
蹄
疫
が
発
生
し

た
中
の
６
月
13
日
、
第
23
回
全
国
健
康
福
祉
祭
「
ね

ん
り
ん
ピ
ッ
ク
石
川
２
０
１
０
」
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
宮
崎

県
予
選
が
開
催
さ
れ
、
わ
た
し
た
ち
串
間
チ
ー
ム
が
出
場
権

を
獲
得
し
ま
し
た
。

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
石
川
２
０
１
０
で
準
優
勝

　
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
石
川
２
０
１
０
」
は
10
月
９
日
〜
12

日
の
日
程
で
24
種
目
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。９
日
は
雨
の
中
、

金
沢
市
で
常
陸
宮
ご
夫
妻
を
迎
え
「
光
る
汗
！　

輝
く
い
し

か
わ
、
笑
顔
の
輪
」
を
テ
ー
マ
に
、
総
合
開
会
式
が
行
わ
れ
、

約
１
万
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

10
日
〜
11
日
、
小
松
ド
ー
ム
で
１
６
２
チ
ー
ム
が
出
場
し

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
１
日
目
、
４

チ
ー
ム
に
よ
る
リ
ン
ク
リ
ー
グ
戦
は
３
戦
全
勝
で
突
破
し
ま

し
た
。
２
日
目
、
42
チ
ー
ム
に
よ
る
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
で
４

連
勝
し
、
決
勝
に
勝
ち
進
み
ま
し
た
。

　

決
勝
戦
は
終
了
７
分
前
ま
で
10
対
６
と
、
優
位
に
試
合
を

進
め
て
い
ま
し
た
が
、
わ
た
し
の
作
戦
ミ
ス
に
よ
り
、
相
手

に
起
死
回
生
の
一
打
を
許
し
て
し
ま
い
逆
転
負
け
、
準
優
勝

と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
今
回
、
大
会
を
通
し
て
宮
崎
県
選
手
団
全
員
（
１
６

２
人
）
が
、ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
に
「
が
ん
ば
ろ
う
宮
崎
」
の
ワ
ッ

ペ
ン
を
付
け
、
試
合
に
臨
み
ま
し
た
。
全
国
の
皆
さ
ん
方
か

ら
ワ
ッ
ペ
ン
の
意
味
を
聞
か
れ
、「
宮
崎
県
が
元
気
を
取
り

戻
す
た
め
に
つ
け
て
い
る
」
こ
と
を
説
明
し
ま
し
た
。「
試

合
で
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
温
か
い
励
ま
し
の
言
葉
を
受

け
元
気
が
出
ま
し
た
。

「
笑
顔
の
輪
」
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
た
大
会

　

本
大
会
に
参
加
し
た
理
由
は
第
１
に
健
康
の
維
持
・
増
進
、

第
２
は
全
国
の
参
加
者
と
の
交
流
、
第
３
は
地
元
の
方
と
の

交
流
、
第
４
は
技
・
技
術
の
追
求
、
第
５
は
充
実
感
や
生
き

が
い
を
味
わ
う
、
第
６
は
石
川
の
観
光
、
第
７
は
大
会
で
の

勝
利
で
し
た
。

　

実
際
に
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
石
川
２
０
１
０
」
に
参
加
し
、

日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
十
分
に
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ま
た
、
全
国
で
初
め
て
開
催
さ
れ
た
「
前
夜
祭
」
を

は
じ
め
、「
健
康
フ
ェ
ア
」
や
「
ふ
れ
あ
い
広
場
」
で
行
わ

れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
数
々
の
出
会
い
や
触
れ

合
い
を
通
し
て
、
大
会
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
笑
顔
の
輪
」
を

広
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
石
川
２

０
１
０
」
は
、
い
つ
ま
で
も
心
に
残
る
素
晴
ら
し
い
大
会
で

感
動
し
ま
し
た
。

健
康
で
生
き
が
い
を
持
ち
、
有
意
義
に
暮
ら
す

　

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
続
け
て
い
く
上
で
の
わ
た
し
の
信
念

は
、「
全
員
が
仲
良
く
、
楽
し
さ
の
中
に
自
分
に
厳
し
く
」

と
い
う
こ
と
。
こ
れ
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
、
い
つ
も
心
が
け

て
い
ま
す
。

　

練
習
や
試
合
を
通
し
て
、
お
互
い
が
声
を
出
し
合
い
、
作

戦
な
ど
を
考
え
頭
脳
を
使
う
の
で
ボ
ケ
防
止
に
一
番
適
し
て

い
る
ス
ポ
ー
ツ
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
参
加
者
が
身
体
を

動
か
し
、
喜
怒
哀
楽
を
感
じ
、
健
康
で
生
き
が
い
を
持
っ
て

積
極
的
に
参
加
し
な
が
ら
、
有
意
義
に
暮
ら
し
て
い
け
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
「
絆
」
を
大
切
に
す
る
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
始
め

て
み
ま
せ
ん
か
。

い
け
だ
け
ん
い
ち
（
71
歳
）
／
昭
和
14
年
２
月
生
ま
れ
。
昭
和

32
年
福
島
高
校
卒
業
。
昭
和
36
年
福
岡
大
学
卒
業
。
同
年
４
月

に
宮
崎
県
教
職
員
に
採
用
さ
れ
、
五
ヶ
瀬
町
立
三
ケ
所
中
学
校
を

皮
切
り
に
串
間
市
立
有
明
小
学
校
を
平
成
10
年
３
月
退
職
。
趣

味
は
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
家
庭
菜
園
に
料
理
。

Profile

随
想
◎
池
田  

健
一

▲ねんりんピック石川 2010 会場にて

POST CARD

5558888
お手数ですが
50円切手を
お貼りください

◎ご住所

フリガナ

年齢／ 性別／ 男　・　女

電話（　　　　　　）　　　　－

◎ご氏名

歳

◎ペンネームまたはイニシャル

※記入がない場合、実名で記載させていただきます。

P R E S E N T S

串間市役所総合政策課
情報政策係　行

串間温泉いこいの里
〒888-0008 串間市大字本城987　TEL 0987-75-2000　FAX 0987-75-2280
■営業時間：午前10時〜午後10時　■定休日：毎月第３水曜日

（No.876/2010.12）

読者
プレゼント

◎抽選で 10 名様にプレゼント致します。

串間温泉いこいの里  お食事券　

お便りをくださった方から抽選
で、「釜めし」と「豆乳鍋」セッ
トのお食事券を10名様にプレゼ
ント。
応募締切は12月28日（火）当日消印有効
です。

全国うまいもの鍋まつり
　宮崎の鶏（しゃん）鍋や熊本のキジ鍋、京風すき焼き、豆
乳鍋、大阪のうどんすき、秋田のきりたんぽ鍋と６種類の
鍋をそろえました。あったか鍋で、ちょっとぜいたくな忘年
会・新年会をお楽しみください。
◎期　間＝平成23年１月31日まで
◎料　金＝お一人様３,０００円より
　・特典１　下見コースのお食事サービス（幹事２名様まで）
　・特典２　30名様以上は舞台付、カラオケ無料
　・特典３　送迎バス無料（10名様以上、応相談）
　・特典４　当温泉の割引券進呈
　・特典５　お飲物持ち込み無料
◎お得な飲み放題プラン
　�10名様以上、３,０００円
（税込）以上のコースを
頼まれたお客様に限り、
プラス１,０００円で２時
間飲み放題ができます。

イ ベ ン ト の お 知 ら せ

広
が
っ
た
笑
顔
の
輪

早いもので師走を迎える。元旦の “一年
の計” はもとより、逐次の “くわだて”

や “たくらみ” もことごとく計画倒れで、ほ
とんど達成できていない気がする。来年の話
をすると鬼が笑うと言うから、今年残りわず
かな期間を、精一杯努力しようと思う（ト）

F R O M  E D I T O R ' S

小 学校は野球少年、中学校はサッカー＆
陸上少年、高校はフツーの少年、そし

て今はただのイケてない中年。もし僕が小学
生のころに、今回の西村監督と千葉ロッテの
ような盛り上がりがあったら、もう少し野球
を続けていたのかもな…と、ふと思った（カ）

今 年ももう師走の月。あっという間の１
年であり、仕事でも私事でもいろいろ

なことのあった１年でした。最後の１か月を
乗り切り、良い形で来年を迎えたいと考える
今日このごろ。そのためにも、目の前の仕事
に全力で取り組まねばと思うところです（ナ）

温泉の日
　毎月第３日曜日は温泉の日。今月は12月19日です。
◎空くじなしの抽選会
◎レストランお一人様１００円引

携帯メールマガジン配信開始！
　いこいの里のイベント情報やお得な情報をお届けします。
登録者の中から毎月宿泊券や食事券などをプレゼント！（登
録無料）
・当選者はメールマガジンにて発表します。
・�QRコード(http://www.kushimaonsen.com/i)の携帯ホーム
ページからお申し込みください。
※�クリスマス前にはイルミネーションが楽しめます。
　お楽しみに！

写真 : キジ鍋
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No.876
2010年12月１日発行（毎月2回1日・15日発行）

古紙配合率100％再生紙を使用しています。

http://www.city.kushima.lg.jp/
Eメール：info@city.kushima.lg.jp

発行／串間市役所 編集／総合政策課情報政策係
〒888-8555 宮崎県串間市大字西方5550番地
TEL 0987-72-1111 FAX 0987-72-6727
印刷／ ㈲志布志新生社印刷串間支店

大束地区・広野にお住まいの津曲善義さん（76 歳）、日支子
さん（73 歳）ご夫妻。自宅の生け垣には見事なコッポ（トッ
ポともいう）が毎年実ります。コッポとは、正式にはムベと
いうあけびの仲間。地元の子どもたちが味わえるようにと、
30 年前に植えたコッポは、今では地元の方の秋の楽しみと
なっています。「子どもたちがコッポを取りにくるのが楽しみ
です」と話す日支子さん。善義さんは「毎年、地元の人にコッ
ポを食べてもらえることがうれしいです」と話されていました。

今月のワンショットスマイル

津曲  善義・日支子さん ご夫妻
TSUMAGARI zenyoshi,hishiko


